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I 取扱説明 



ヤマハ製品をお買い上げいただきまして、まことにあり 
がとうございます。 


必ずはじめに r ま全上のご注意 J をお読みください 
(54 ぺージ〜56ぺージ）。 


•本磯の優れた性能を十分に発揮させると共に、永年支 
障なくお使いいただくために、ご使用前にこの取扱説 
明書と保証書をよくお読みください。お読みになった 
あとは、保証書と共に大切に保管し、必要に応じて 
ご利巧ください。 

•保証書は、「お買い上げ曰、販売店名」などの記入を 
必ず確かめ、販売店からお受け取りください。 


保証書別添付 















戀 YAMAHA 

一部アクセサリー，販売終了のお知5せ 

Bluetooth ワイヤレスオーディオレシーバー Y 目 A -10 は販売終了となりました。 
本製品付属の取扱説明書に記載された YBA -10 に関する説明は、既に Y 目 A -1 0を 
お持ちのお客様向けとなります。 

何卒ご理解を賜りますよラお願い申し上げます。 


トマ八株式を社 
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付属品を確認する4ページ 
設置する已ページ 
リモコンを準備ずる7ぺージ 
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テレビとブルーレイディスクレコーダーを接続する8ページ 


チユーナーを接続する 
(衛星放送 • ケーブルテレビを見る場合） 

9ぺージ 




ゲーム機を接続ずる 
9ぺージ 
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最適なサラウンド効果を自動で設定する10ページ 

テレビの U モコンで本機を操作する （HDMI コント□-ル機能）16ページ 
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テレビや、ブルーレイディスクレコーダー、 

ゲーム機を再生する18ページ 
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インテ IJ ビーム機能 
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ヘッドホンサラウンド機能 
P.24 


ユニボ U ューム機能 
P.19 


iPod / iPhone の再生 
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必ずはじめに「ま全上のごを意」をお読みください已4ページ〜已6ページ) 


初期設定 
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本書の記載について 

. 本書では、本体と U モコンのどちらでち操作でをる場合は、 U モコンでの操作を中むに記載しています。 
. が こでは、巧っておくと便利な補足情報を記載しています。 

• 〇ごを意 では、安全に関する重要なま意事項と操作方法を記載しています。 

. 本書は製品の生産に先びけて印刷されています。製品改良などの理由で、実際の製品と仕様び一部異 
なる場合びございますのでご了承ください。 

. 左ページの左端に1」モコン図び表示されている見開をページは、1」モコン図と操作キーを対応させて 
ご覧ください。 
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準摘 


はじめに 


同堀品の確認 


ご使用になる前に、同捆品がすべてそろっていることを確認して ください。 1 ) 


リモコン：1個 


〇 



単3乾電池： 光ファイバー 

2本 ケーブル： 

吕本/ 1.5 m 




ビデオ巧 
ピンケーブル 
(メニュー表おおよび 
iPod ビデオ表示用）： 
1本/1.己 m 



インテリビームマイク： 
1本/ 6 m 



簡易マイクスタンド： 
"1 セット 



サラウンド確認用 
DVD 説明書：1枚 



設置マニュアル：1枚 簡易接続-操作ガイド：1枚 



サラウンド確認用 
DVD :1が 



取扱説明書（本書）：1冊 



本体：1台 



本体は組立て式です。しツ下の部品びすべてそろっていることを確認して < ださい。組立てについては別紙’ 
の「設置マニュアル」をご参照ください。 


• 本体 
• 棚板 
• 底板 

. 天板ガラス 
. ダボ（ X 目） 

• ネジ（大） M 己 X 30mm (x 8) 

. フ アスナー (X 4) (予備フ アスナー X 4) 


• 後板（左ち各1 ) 

• 支せ （X 2) 

• 後板（中） 

. 取付金具 （X 4) 

. ネジ（ル） M 4 X 10 mm (x 16) 
• ワッシヤ ー （X 8) 


1) ご、おこ 

付属のケーブルは、接続状況によって余る場合びあります。 
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ミ凡ち 

巧置 


ラックを組立ててから適切な位置に設置します。ラックの組立てに関しては付属の設置マこュアルを参照し 
て<ださい。下記の r 設置上のご注意」を参照のラえ、安全な場所に正し<設置して<ださい。 

設置上のごを意 

. テレビを設置するとさは、テレビの取扱説明書にしたびって転倒防止の処置をしてください。 

. 本機のスピーカーには磁石び使われています。磁気の影響を受けるちの（時計、キャッシュカード、フ□ッピー 
ディスクなど）をラックの上に置かないよラにしてください。 

. 本機をブラウン管テレビのおくに設置すると、色ムラや雑音などび生じる場をびあります。 


強化ガラスの取0巧いについてのご注意 

天板ガラスは強化処理され、飛散防止フィルムを施してありますが、使い方を誤ると割れるおそれびあります。ガラ 
スび割れると破片び飛び散り、けがの原因にな0ます。下記のを意事項をお守りくださし、。 

. ガラスに物をぶつけるなど、強い衝撃をちえない。 

• 鋭利なちのでガラス面を突いた0しない。 

• 強化ガラスに傷びつくと突然割れることびあ0ます。傷びついたとさは速やかにお取0誓え<ださい。 

• 強化ガラスに貼5れているシールははびさずに使用してください。 



• 左ちの壁の中央に設置してください。 

• 視聴位置となるソファーなどび本機の正面になるよ 
ラに設置して < ださい。 

. 本機と視聴位置の間は ].8m 政上離してください。 


YRS - 2100 
耐荷重 


80 kg 

各1 Okg (左•中•も）. 

40 kg 


YRS -1 100 
耐荷重 

I — 已0 kg 


1曰 k 呂 

30 kg 


インテリアスライドシート 


本体底面にはインテリアスライドシートび貼付 
されており、設置場所までスムーズに移動させ 
ることびでさます。本体の移動の際はホを傷つ 
けないよラに、ごみ、ほこりなどを取0除いて 
から移動させて < ださい。 
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sn (呈 
巧直 


I 設置のポイント 

本機は下図のよラに音声をビーム化して出力します。十分なサラウンド効果を得るために、下図のよラに家 
具などの障害物がビーム経路と重ならない場所に設置して<ださい。 

本機を壁と平行に設置する場合には、でさるだけ左ちの壁の中央に設置し、本機が左ちの壁に近づをすぎな 
いよラにして < ださい。 

本機を部屋のコーナーに設置する場合には、本機と、隣接する壁との角度が4日°〜已ぴの間におさまるよ 
ラに設置してください。 


家具などの障害物 


壁と平行に設置 

〔曰ビームモードに設定した場合) 



コーナーに 設置 

CST + 3 ビームモードに設定した場合] 



壁と平行に設置ずる場をの本がの位置 




理想的なお昭位置 





視聰位置となるソファーなどは本機か 51 .8 m jy 上 
離れた位置に設置してください。 
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SHi 里 
巧直 


巧則的なおの部屋に設置する場を 





I 効果的なサラウンドのために 

本機はビームを壁に反射させてサラウンドを実現するといラ特性上、(下のよラな環境では十分なサラウン 
ド効果び得られなかつた D 、まった<得られない場合びあ D ます。 


. ビーム経路上に壁びない部屋 
. 壁の巧質び吸音素巧ででをている部屋 
• 部屋の大きさび幅 3 m 〜 7 m 、 奥行き 3 m 〜 7 m 、 
高さ 2 m 〜 3.5 m にあてはまらない部屋 
. 本機から視聴位置までの距離び 1.8 m 未満の場合 


. ビーム経路上に出っ張った家具などの障害物び 
ある部屋 

. 壁に近いところに視聴位置びある場合 
. 視聴位置び本機の正面にない場合 


マイヴラウンド機能 

上記のような部屋の場合でも、マイヴラウンド機能により豊かなサラウンドを楽しむことびできます。詳し 
くは「サラウンド音声出力方法を切り替える」21、22ページ）を参照してください。 


リモコンの準備 


電池を入れる前や U モコンを使う前に、 r ま全上のごミ主意」の情池」および ru モコン」をよくお読みください。 

I リモコンに電池を入れる I リモコンの操作範囲 




U モコンの外装保護シートは、はびしてご利用ください。 
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接続 


. 電源コードは、すべての接続が完了してから接続して<ださい。 

. ケーブルプラグや端子に損傷をあたえる原因となりますので、プラグを差し込む際に強い衝撃をあた 
えないよラにして < ださい。 / 

J 


テレビ、 ブルー レイデイスクレ コーダーの 接続 


ケーブ J レは(下の順番で接続して < ださい。 


HDMI ヶーブル9 
側売） ム 

ブルー レイデイス 
クのデジタル映像- 
音声を本機に入力 
します。 


HDMI ヶーブルク 
(別売） ^ 

ブルー レイデ イス 
クのデジタル映像 
をテレビに映しま 
す。 


光ファイバーケーイビデオ用ピンケー 
スレ (付属） W 


テレビのデジタル 
音声を本機で再生 
しふ9 〇 


ブル（付属） 

本機の メこュ ー画 
面をテレビに映し 
よ9 〇 




オーデイオリターンチヤンネル （ ARC ) 对応のテレビの 

4 日 A 

場 □ 

.HDMI ケーブルはテレビのオーデイオ U ターンチヤン 
ネル対応端子 （「ARC」 などの表示のある端子）に接 
続してください。この場合、光ファイバーケーブルの 
接続は必要ありません。 


• 本機の ARC を有効にするには、 HDMI コント□—ル機 
能を有効にしてください（陪37ページ)。 

才ーディオリターンチヤンネル （ ARC ) とは？ 

テレビの出力するデジタルオーディオ信号を、 HDMI ケー 
ブルを通して本機へ伝送する機能です。この機能によ0、 
テレビから本機へ接続する光フアイバーケーブルを省略 
することびでをます。 
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接続 



—ナーなどの接続 


追加ずるが部機器（例） 

接続ケーブル 

〇 HDMI 対応のゲーム機 

HDMI ケースレ（別売） 

0 衛星放送、ケーブルテレビチューナー （ HDMI 対応） 

HDMI ケーブル（別売） 

0 衛星放送、ケーブルテレビチューナー 
( HDMI 非対応） 

光ファイバーケーブル（付属） 3) 

〇 HDMI 非対応のゲーム機 

アナ□グ音声用ステレオピンケーブル 
(別売） 3) 


_|=| S し回回面面 • ^IPI @ — 


◎ 


で 


で 


百 




一 ~ ((g))®= [ 百 SP"^ 帯 

@1 (§)®^isr@ 


到圓 I 


巧 


〇/ 


I^Sii 

HDMI 



2) 


0|^0 こ 



►:映像信号 

■ 3 ； r.^/-= 口 

►. 曰ド1曰ち 




rtr ) 



(例） 


(例） 3) 


テレビ 


2) ご'も'こ 3 ) :、おこ 

追加機器で同軸デジタル出力端子がある機器の場合は市 テレビとゲーム機やチューナーを接続するため、別途映像 

販のデジタル音声用ピンケーブルで本機同軸デジタル入 用のケーブルび必要です。 

力端子と接続してください。 
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初めて使うとさの設定 


サラウンド効果の自動設定 
インテ IJ ビーム） 


部屋のお状と大ささ、本機び設置されている場所な 
どは、ご家庭によってさまざまです。本機を最適な 
視聴空間でご利用いただくためには、最视こ各チャ 
ンネルの設定を調節する必要びあります。 

本機には、さチャンネルの設定を自動的に調節する 
r ビーム調整」および「音質調整」び搭載されていま 
す。この2つの機能を合わせてインテ U ビームとい 
います。「ビーム調整」とは、部屋の形状や大ささな 
どに応じて、各チャンネルのビーム角度を最適な設 
定値に調節する機能です。「音質調整」とは、部屋の 
音響特性などを測定し、各チャンネルの音色を最適 
な設定値に調節する機能です。 

本機では、付属のインテ U ビームマイクを使用して、 
この2種類の設定を自動的に調節することびでをま 
す。 1) 


〇ごを意 

. 部屋の環境び「効果的なサラウンドのために」 

(防7ページ）に記載されている項目にあてはま 
る場合は、測定び正しく行われないことびあり 
ます。その場合は r 詳細設定」 （*^31 ページ） 

を行ってください。 

. インテ U ビームマイクを接続する際は、延長 
ケーブルを使用しないでください。測定び正し 
く行われないことびあ0ます。 

. 自動設定機能を使用していないとさは、インテ 
U ビームマイクを INTELUBEAM M に端モか5 
はずして保管してください。 

. インテ U ビームマイクは熱に弱いため、直射曰 
光び当たる場所や AV 機器の上など高温になる 
場所には置かないでください。 


I インテリビームマイクを設置する 

1インテリビームマイクを視聴位置に水平 
I に設置ずる。 


簡易マイクスタンド（付属）や兰脚を利用し 
て、でさるだけ視聴時の耳の高さとなる位置 
に設置してください。 


簡易マイクスタンドの組立て方法 




3 差し込む 


4 


7イクを 
水平に置< 



ソファーの背ちたれなど、マイクと壁の間に 
障害物がある場含には、障害物を移動したり、 
マイクをより高い場所に設置してください。 
壁に接している家具は壁と見なしますので、 
障害物ではお0ません。 



• 本機にインテ U ビームマイクを差すと自動的に「ビー 
ム調整+音質調整」の測定画面び表示されます。ま 
た、設定メこユーか5「ビーム調整」と「音質調整」 
を個別に選択することわでをます （>^13 ページ)。 


. 自動設定されたデータはメモ U —に保をすることびで 
さます已ページ)。部屋の状況に合わせてそれぞ 
れのデータを保ちし、ご使用の隙に設定を切0替える 
と便利です。 
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巧めて使ラとをの設定 



インテ IJ ビームマイク 

マイクの上限位置 

/. 

] m し U 内 


本機の設置高さ 


簡易マイクスタンド 
—— ].8 m な上 一 


' 1 m し U 内 

視聴位置 

^7イクの下限位置 


本機の 
中む線上 
簡易マイク 
スタンド 



マイクの 

位置 


2 


ビデオ用ピンケーブル（付属）び接続さ 
れていること、また、へッドホンび接続 
されていないことを確認する。 



I 測定と設定 


〇ごを意 

. 測定中は大をなテスト音が出力されます。ルさ 
なお子様が部屋にいる場合や部屋に入ってくる 
可能性びある場をは、自動設定機能を使用しな 
いでください。聴覚障害などの原因となる場を 
びおります。 

• 壁にカーテンやブラインドなどびかかっている 
部屋では、ビーム設定が正確に行われないこと 
びあります。そのよラな部屋で測定する場を、 
下の手順で設定することをおすすめします。 

①カーテンやブラインドを開ける⑤「ビーム 
調整」を行ラ霉カーテンやブラインドを閉め 
る@「音質調整」を行ラ 

• エアコン など騒音を発生する機器びある場合は、 
電源を切ってください。 

f 本機とテレビの電源をオンにずる。 


9テレビの入力を「ビデオ入力1」 （ 例）に 
>切り曾える。 

初期画面が表示されていることを確認して< 
ださい。 1) 


YRS-2100 


[設定]:設を メニュー 巧始 


3 


インテリビームマイクを本体の 
INTELLIBEAM M に端子に接続ずる。 

端テは本体下面にあります。 



巧のページに続< 


1) ご、おこ 

初期画面が表示されない場合 

UTF のことを確認してください。 

ーテレビの入力端テと本機のビデオ出力端子び接続さ 
れているか。 


ーテレビの入力は「ビデオ入力]」などに設定されてい 
るか。 


接続•巧巧設定 


巧を上©ご注意 
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初めて使ラとをの設定 



イン テ U ビームマイクを接続すると、 1；( 下の 
画面にな0 ます。 1 ) 2 ) 


自 i 關 ( i - i ) 

マイクを接窃してください。 

マイクを本巧の正面で I . 自 mU 上强し、 
正しい富さに設置してください。 

測定にはおよそ3分かかりまず。 

ままを巧した6部屋から出てください。 

【巧封：閔あ原る]:中止 


〇ご注意 

なの手順を実行したあと、部屋から出てください。 
部屋の中にいると、ビーム経路を遮ってしまったり、 
マイクび声や音を拾ってしまったりして、最適な設 
定び行われない場をびあります。 


4 


©決定 キーを押して測定を開始し、10 
秒に(内に部屋の外に出る。 3 ) 


自隨始 

10巧をに到をを開巧しまず。 
部屋か6出てください。 

底る]:中止 


(約3分後） 


測定中の項目にした 
がって、画面が自動的 
に切り曾ねりまず。 


測定活！ 

測をび段了しました。 

ビームモード：已ビーム.プラス2 
ヴプウーファー：育 

[まを]:設まずる 
[戻る]:設ましない 


測定が終了すると終了音（チャイム音）が出力 
されます。 4 ) 


1) ご、おこ 

⑩ 戻るキー巧して、設定メニュー画面が表おされた場台 

の 設定キーを繰り返し押してメこュー画面を再度表の 
し、じ(下のよラに選択してください。 

「自動設定」^「ビーム調整+音質調整」 



自動的に「ビーム調整+音質調整」び選択されます。「ビー 
ム調整」のみ、または r 音質調整」のみを行ラ場をは、「設 
定メニューか5自動調整する場を」（防13ページ）を参 
照して < ださい。 



• 測定中は部屋のがでお待ちください。 

• 測定開始から終了まで、最長で約3分かかります。 

• 測定中に自動設定を中止したい場合は、 ⑩ 戻るキーを 
押して < ださい。 
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初めて使 5 とさの設定 


5 ©ミ 夫定キ-を押ず。 5 ) 

測定結果をイ呆存します。 


自醒終了 

マイクをかしてください。 


ら マイクをはずず。 


初期画面に 戻ります。 6 ) 

マイクは大切にイ呆曽してください。 



設定された測定結果は、電源を切ってち初期 
設定値には戻りません。ただし、自動設定を 
やり直したり、詳細設定で設定値を変更した 
場合は、設定結果び上書をされます。 

設定メモ U —機能で複数の測定結果を保存す 
ることもでをます（陽 '1 已ぺージ）。 


設定メニユーか S 自動設定ずる場合 

1 インテリビームマイクを設置し、 の 設定 
I キーを押ず。 

〇 OA / の ▽キーで r 自動設赴を選択し、 
^ 〇 ミ夫定キーを押ず。 


3 OA/© ▽キーで;欠の選択項目の中か5 
いずれかを選択し、 ©ミ 夫定キーを押ず。 


遇巧頂目： 

購入後、初めて設定を行5場合に選択します。 
測定開始から終了まで約 3 分です。 

r ビーム 調整 J 

ご利用の環境に合わせてビーム角度のみ設定す 
る場合に選択します。測定開始から終了まで約 
1分です。 

r 音質諷整 J 

音質、音量バランス、音び聞こえるタイ5ング 
を設定する場合に選択します。測定開始から終 
了まで約2分です。 

r 音質調整」はビーム角度を設定したあとで実行 
してください。カーテンの開閉後、またはビー 
ム角度を「ビーム調整」で調節したあとなどに 
ご使用ください。 


4 


r 自動設定（確認-準備）」画面が表示さ 
れた5、インテリビームマイクを本体に 
接続ずる。 


インテリビームマイクの設置-接続について 
は「インテリビームマイクを設置する」0 
ページ）をご覧ください。 

5 r 測定と設定」の手順4、已、巨を参照し、 
設定をしたあと、7イクをはずず。 7 ) 

エラーメッセージとエラーをの操作にごいて 

テレビ画面にエラーメッセージび表示された場合 
は、原因を確認し問題を解ミ夫してください。 

「エラー E -1 J の場合： 〇 ミ夫定キーを押して再度測定 
してください。キーを押して測定を続行するこ 
とちでをます。 

r エラー E -7」 または「エラー E 9 J の 場合：© 電源 

(の）キーを押して本機をスタンバイにしたあと、再 
び電源を入れて測定してください。 

その他のエラーの場合： ⑩ 戻る キーを 押す。 

エラーび解ミ夫でをない場合は、手動で設定して<だ 
さい （际=30 ページ） 


エラーメッセージの詳細は巧ぺージ —► 


4) ごぶこ 

エラー音（ブヴー音）び出力された場合、画面のエラー 
メッセージを確認し、「エラーメッセージとエラー後の操 
作について」（が13ページ）を参照してください。 

. 「環境チェック：エラー」と表おされた場合は、正® 

に測定されていない可能性びあるので14ページのエ 
ラー E- 1を参照し、 ⑩ 戻るキーを巧してから、再度測 
定することをおすすめします。 

. 「ビームモード：巳ビーム」と表おされた場合でち、部 
屋の状況によっては、フ□ントビームとサラウンド 
ビームび同じ角度に設定されることびあります。 


5) :、おこ 

測定結果を設定しない場合は ⑩ 戻るキーを巧してくださ 
い。画面はネリ期表をに戻0ます。 

6) :ぶこ 

設定メニューか5自動設定を行った場合は、設定メニュー 
のメニュー還が画面に戻0ます。 

7) :、お'- 

測定開始後は、部屋の中にいると、ビーム経路を適ってし 
まったり、マイクび靑や音を拾ってしまった0して、最適 
な設定び行われない場合びあります。 
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初めて使ラとをの設定 


エラー E -1: 環境ノイズが大きずざまず。再度、実行してくだ 
さい。 

原因 

対策 

騒音び大をすざて、正確な測 
定びでをません。 

ェアコンなど騒音を発生する 
機器の電源を一時的に切るか、 
それらの機器から離してくだ 
さし、。 

周囲び静かな時間帯にやり直 
して < ださい。 



エラー E -& マイクの接続を確認してください。再度、実行し 
てぐださい。 

原因 

巧策 

インテ I 」ビームマイクび接続 
されていません。 

本機前面の INTELL 旧 EAVI 

M に端子にインテ U ビームマ 
イクを接続してください。 


エラー E -3: 測定中に操作されました。再度、実行してください。 

原因 

巧策 

測定中に音量の調節、消音な 
どの操作び行われました。 

測定中は本機を操作しないで 
<ださい。 


エラー E -4: マイクを本体の正面に設置してください。再度、 
実行してぐださい。 

原因 

対策 

インテ U ビームマイクが本機 
正面に置かれていません。 

インテ I 」ビームマイクを本機 
正面に設置してください。 


エラー E -已：マイクを本体から 1.8 mL ソ上離して設置してくだ 
さい。再度、実巧してぐださい。 

原因 

対策 

インテ U ビームマイクび本機 
から 1 .8 rn 未満の場所に設置 
されています。 

インテ U ビームマイクを本機 
から 1.8 m し U 上離して設置し 
て < ださい。 


エラー E -6: マイクから十分な入力がありません。マイクの 
接続•設置位置を確認してください。再度、実巧してください。 

原因 

対策 

テス ト 音び取得でをません。 

インテ1」 ビーム マイクを正し 
く接続、設置して<ださい。 


エラー E - スエラーでず。パワーをオフしたを、再度、実行し 
てぐださい。 

原因 

巧策 

本機内部にエラーが発生しま 
した。 

©電源 （む）キーを押して本 
機をスタンバイにしたあと、 

再び電源を入れて測定してく 
ださい。 


エラー E -8: へッ ドホンが接続されていまず。 

原因 

巧策 

へッドホンび接続されています。 

へッドホンをはずして再度測 
定してください。 
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初めて使 5 とさの設定 


複数環境の設定の保を 
J (設定メモリー機能） 

3種類の異なる設定を本機に保存し、状況に応じて 
使い分けられます。例えば、ビーム経路上にカーテ 
ンなどの吸音物びある場合はビームの効果び減少し 
ます。そこで、カーテンを開けた状態の設定と閉じ 
た状態の設定を別々にな巧し、開閉に応じてそれぞ 
れのメモ U - を呼び出します。これにより、状況に 
応じた最適なサラウンド効果び楽しめます。 


^ カーテンの開閉に応じて設定を使い分ける場合、 

1；(下のよラに設定することをおすすすめします。 

1) カーテンを開けた状態で「ビーム調整+音質 
調整」 （*^13 ページ）を行い、「メモ|」一1」 

に保巧する 

2) 力ーテンを閉めた状態で r 音質調整」 （"^13 
ページ）を行い、「メモ|」一2」にな巧する 

V _/ 


測定結まをメモ U -にな巧する 

1 の 設定 キーを押す。 


巧巧したメモリーを呼び出ず 

1 の 設定 キーを 押す。 


2「メモリ ー J を選択し、 ©ミ 夫定キーを押ず。 

3 〇么/ の ▽キーで r メモリー呼び出し」 
を選択し、 ©ミ 夫定キーを押ず。 

イ OA / の ▽キーでいずれかのメモリー 
>番号を選択し、 ©ミ 夫定キーを押す。 

還択項目：メモリー1、メモリー2、メモリー3 

メモ1」一番号を選択すると、「メモ U — 1、呼 
び出し？」と表示されます。 

I ； ©ミ 夫定キーを押ず。 


r メモ|」一1、呼び出し中…」と表示され、メ 
モ U —び呼び出されます。 


2「メモリー」を選択し、 ©ミ 夫定キーを押ず。 

3 0 A / ⑩ ▽キーで「メモリー保巧」を 
選択し、© ミ夫定キーを押す。 

イ OA / の ▽キーでいずれかのメモリー 
>番号を 選択し、© ミ夫定キーを押ず。 1) 


選択項目：メモリー1、メモリー2、メモリー3 

メモ U —ま号を選択すると、「メモ U — 1、な 
存？」と表示されます。 


I ; ©ミ 夫定キーを押ず。 


「メモリー1、保存中…」と表术され、設定が 
保存されます。 


1) ご、おこ 

• 選択したメモ U —番号に設定がすでに保をされている 
場合、新しい設定を上書さします。 


• 拡張メニューの 「MEM 日 RY PROTECT」 び 「ON」 
になっている場合は、^モリー機能を設定することび 
でさません。 
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初めて使ラとをの設定 



^レビのリモコンで本機を操作 1" 
^る （ HDMI コントロ-ル機能） 


HDMI コント□-ル機能とは 

HDMI を使用したコントロール機能 （ U ンク機能）に 
対応しているテレビ（一部を除く）と本機を HDMI 
ケーブルで接続した場合、テレビの U モコンで本機 
を操作できます（例：レグヴリンク）。操作できる機 
能は主にし i (下の4 つです。 1 ) 

テレビの U モコン（例） 


@ - 

□ □□□ 

の图团 
团固面 
团面画 
圆圆圆 


電源のオン/オフ 


入力切り曾え 

テレビの入力切り替えに連動 
して本機の入力ち切り替わり 
ます。 

テレビのメニューでプルーレ 
イディスクレコーダーなどを 
選択した場合を同様に切〇替 
わじます。 


^ 口 I 

CH I_I VOL — 

V || 單定 || -1-* 


音量の調整 

音声を出力ずる機器の切 
り曾え（テレビ^本機） 


このほか一部のテレビではがドの機能を操作できます。 
. デジタル放送のジャンル情報に合わせて最適なヴ 
ラウンドモード （*^20 ページ）を自動的に選択 
(おまかせサラウンド 機能)。 2 ) 

. ユニボ U ューム機能のオン/オフ 
. デジタル音声を重の切り替え 



.HDMI を使ったコント□-ル機能に対応しているテレ 
ビでち、一部機能び操作でをないちのびあ0ます。 
詳しくはテレビに付属の取扱説明書をご覧ください。 

.HDMI を使ったコント□-ル機能に対応しているブ 
ルーレイディスクレコーダーなどを HDMI で接続して 
いる場をは、それ5の機器わ連動して操作できます。 
詳しくはご使用の機器に付属の取扱説明書をご覧くだ 
さい。 

. テレビおよびレコーダーなどの機器は、 同ー メーカー 
の製品で統一することをおすすめします。 

• 対応するテレビやレコーダーなどの機器については、 
下記 WEB サイトをご覧ください。 
http://www.yamaha.co.jp/procluct/av/support/ 
hdmLcec/ 


2) ぶこ 

おまかせサラウンド機能 

. おまかせサラウンド機能を使ラには、対応するテレビ 
と本機を HDMI ケーブルで接続し、 HDMI コント □- 
ル機能を有効にしてください （>^37 ページ）。 

• 対応するテレビについては下記 WEB サイトをご覧くだ 
さい。 

http://www.yamaha.co.jp/procluct/av/support/ 

omakase_su「「ound/ 
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初めて使 5 とさの設定 


HDMI コントロール機能の設定 

7 HDMI で接続しているずベての機器の電 
I 源をオンにする。 


テレビのリモコンを使って本機の電源を 
オンにしたり、音量を調節したりして、本 
機が正しく連動しているか確認ずる。 


HDMI で接続しているずベての機器の設 
定を確認し、コント□-ル機能を有効に 
ずる。 


本機側では、 「 HDMI コントロール」び r オン」 
に設定されていることを確認します37 
ページ)。 3) 



明書をご覧く ださい。 4 ) 


3 テレビの電源を一度オフにし、再びオン 
にずる。 


HDMI 機器のテレビへの登録 5) 

1 テレビの入力を本機に切り替える。 


本機に接続した、 HDMI コント□-ル機能 
に対応しているブルーレイデイスクレ 
コーダーなどの電源をオンにずる。 


連動機能が動作しないと宝は 

しツ下のことをご確認ください。 

-テレビび本機の HDMI 出力 （ ARC ) 端子に接続 
されている 

— 「 HDMI コント□—ル」（陪 '37 ぺージ）び「オン」 
に設定されている 

ーテレビ側の設定で HDMI コントロール機能び有 
効になっている（電源連動機能や優先スピー 
カーの設定など関連する設定ち確認して < ださ 
い） 

それでも連動機能び動作しない場合は、 

一本機'テレビの電源をオン/オフしてください。 

一本機および HDMI 接続している機器の電源プラ 
グをコンセントからはずし、30秒ほど経って 
から、接続し直してください。 

-入力！、入力2、入力3またはドックを選択し 
たあとは、テレビの入力と本機の入力をそれぞ 
れ同じものに切り替えてください。 


ち続方法やち続機器を巧ちずる 


3 本機の入力をブルーレイディスク レコー 
ダーに 切り智えて、 レコーダーの 画像び 
正しく映るかを確認ずる。 

ブルーレイディスクレコーダーを HDMI 入力 
1端子で接続している 場合、© 入力選択キー 
を1回押して下図のよラに表示させます。 

入カ ソース 名 


接続する機器や端子を変更した場合はし U 下の手順で 
再設定してください。 


一度テレビやレコーダーの HDMI コント 
□-ル機能をオフにしてか5、ずべての 
機器の電源をオフにし、接続を変更ずる。 


2 


「 HDMI コント□-ル機能を設定」の手順 
1〜3を再度操作ずる。 



3 ) :、おこ 4 ) :、おこ 

• 初期設定では「オン」に設定されています。 テレビの設定の例 


.「 HDMI コント□—ル」が「オン J に設定されているとを 

一© (!) (電源）キーを押しても、完全な電源オフ状態 
にはな5ず、 HDMI 入力端子か5 HDMI 出力 (ARC) 
端テへ信号び出力されます。 

一電源を切る前に、視聴したい機器び接続された HDMI 
入力 （1 〜 3) 端子を選択しておく必要びあります。 
ーテレビによっては、チヤンネルを変えるなどのテレビ 
の操作で、サラウンドモードなどの本機の設定び変更 
される場合びあ0ます。 


. 設定メニューから「|」ンク設定」^ 「HDMI 連動設定」 
(例）を選択し、 「HDMI 連動機能」などの項目を「連 
動する（使用する)」に設定してください。 

• 「優先スピーカー」などの設定は 「AV アンプ」にして 
<ださい。 



HDMI コント□ール機能を設定するだけで本機能を使用 
でさる HDMI 機器もあ0ます。この場合、 HDMI 機器の 
テレビへの登録は必要あ0ません。 











© 電源（の）キーを押して、本機の電源 
をオンにずる。 

本機に接続した機器（テレビ、ブルーレ 
イディスクレコーダー、ゲーム機など）の 
電源をオンにずる。 

外部機器の接続に合わせて、入力選択 
キー (0、@、〇) を押して、聴きたい機 
器の入力を選ぶ。 

例えば、 HDMI 入力1端子に接続したフルー 
レイディスクレコーダーを再生する場合、 
©入力 選択キーを押して、 HDMI1 を選択し 
て、下記のよラに表示させます。 

入カ ソース 名 


再生の基本手順 


4手順 3 で選択した機器を再生する。 

5 音量を調節ずるには、 〇 音量 （+/-) 
キーを 押ず。 1 ) 2 ) 3 ) 

サブウーファーの音量を調節ずるには、 
©サブ ウーファー ( + /-) キーを押ず。 4 ) 

6 サラウンドモード、ステレオモードなど 
を選び、お好みのヴウンドに設定ずる。 
(№19ぺージ） 


^ほ用を は、© 電源{の）キーを巧し、本機の 

電源をスタンバイにする。 


迎 

再生 



1) ご V こ 

テレビのスピーカーと本機の両方か5音青び出力されて 
いる場合は、テレビを消音にしてください。 

2) ぶこ 

—時的に消音にずるには 

リモコンの ⑩ 消音キーを巧します。消音機能を使って再 
生しているときは、フ□ントパネルディスプレイの 
VOLUME インジケーターが点滅します。消音を解除する 
には再度 ⑩ 消音キーを押す か© 音量 （+ / —）キーを巧 
します。 


3) 〇ごを 意 


HDMI 入力音声をテレビから出力している場合は、 U モ 
コンの 〇 音量 （+/ —）キー や⑩ 消音キーを押しても音 
量は変化しません。 

4) ご、おこ 

• 本機内蔵のサブウーファーの音量は音量と独立して設 
定びでをます。 

. 夜はサブウーファーの音量を絞るなどしてお楽しみい 
ただ<ことをおすすめします。 


7 2 3 
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お巧みのサウンドを楽しむ 


I ステレオとサラウンドの切り替え 

ステレオで再生する場合 


I 各チヤンネルの音量バランスの調整 

再生しなびら、各チヤンネルの音量バランスを調節す 
ることびでを ます。 7 ) 

J OCH レベルキーを押す。 


©ステレオ キーを押して、ステレオモードに 
切り曾える。 


9 OA / の ▽キーを押して、む下か 5 調 
^節したいチャンネルを選択ずる。 


サラウンドで再生する場合 

包 サラウンドキーを押してサラウンドモード 
に切り替える。 


MP3 や WMA などの圧縮音芦を豊 
かに再生ずる（ミュージックエン八 
ンヴ ー) 

MP 3 や WMA などの圧縮音声を、化音域と高音域を 
強調、化張してダイナ5ックに再生します。 

©エン 八ンヴーキーを押して、機能のオン/ 
オフを切り替える。 5 ) 


音量の急激な変化をおさえる 
j (ユニボ U ューム） 

テレビを視聴中、しツ下のよラな場合に、過大な音量 
の差を補正して聞をやすくします。 

. チャンネルを切り替えた 
• 番組から CM へ変わった 
. 番組び終わつてなのま組び始まった 


Left Lv :フ□ント左 
Right Lv :フ□ントも 
Center Lv :センター 
Sur.L Lv :サラウンド左 
Sur.RLv :サラウンドち 
SWFR Lv :サブウーファー 


^マイヴラウンド （My Sur .) を選択していると^ 

さ（陸22ぺージ） 

CenterLv :センター 
SurLR Lv :サラウンド左ち 
SWFR Lv :サブウーファー 

V _ J 

3 〇</> キーを巧して、音量レベルを調 
節ず る。 8 ) 


調節節囲：一10.0 dB 〜 + 10.0 dB 


4 


OCH 

ずる。 


レベルキーを巧して、設定を終了 


©ュ ニ ボリ ユー ムキーを 巧して、機能のオン/ 
オフを切り督え る。 6 ) 



.DOCK (ドック）入力時はオン 、 DOCK (ドック）し:^ 
外の入力時はオフに初期設定されています。 

. 次のデジタル音声信号の場合、 S ユージックエン八ン 
サーは動作しません。 

-ドルビー TrueHD . DTS-HD マスターオーデイオな 
どの信号 

ーサンプリングレートび 48 kHz を超える信号 



• 初期設定ではオンに設定されています。 

. ユニ ボリュームをオフにする には、© ユこボ U ューム 
キーを押して < ださい。 

• 音楽ソースを再生するとさは、オフにすることをおす 
すめします。 



テスト音を聴さなびら調節する場合は r 各チヤンネルの音 
量バランスの設定」（陪 '3 已ぺージ）を参照ください。 



音量バランスの調整例 

. セ U フが聞き取りにくい場を ： CenterLv (センター) 
を選び、レベルを上げます。 

音の包囲感びかない場合： Sur . L Lv (サラウンド左） 
と Sur.RLv (サラウンドち）を選び、レベルを上げ 
ます。 


• ヴブウーファーの 音量は© ヴフウーファー +/ — キー 
を使用して調整することわでさます。 
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臨場感のあるサラウンド音青を楽しむ 
(シネマ DSP) 

ヤマ八独自のシネマ DSP 技術を用いてサラウンド 
で再生し ます。 1 ) 

1 包 サラウンドキーを押して、サラウンド 
I モードに切り誓える。 

ク選択したい ©シネマ DSP キーを繰り返 
し押ず。 2)3) 

選択したプログラムびフ□ントパネルディス 
プレイに表示され 、 CINEMA DSP インジケー 
夕一 已ページ）び点なします。 



SFX 


音楽および効果音び、 SF の映像空間を U アルに表 
現します。シ U アスでスト ー U -性の高い SFX 映 
画に適しています。 

Adventure {アドベンチヤー） 

音の立体感び強<、アクションならではの痛快な 
臨場感をつくりだします。 


Spectacle {スペクタクル） 

ワイドな空間をイメージでをる臨場感をつくりだ 
します。手に汗握るパニックシーンなどビジユア 
ルインパクトの強い作品に適しています。 


音楽 


Music Video ( S ユージックビデオ） 

□ックやジャズなどのライブコンサート尝場の臨 
場感をつ<りだします。映像/音場空間がスク 
U —ン周囲に大を<広がり、熱狂的な雰囲気を感 
じることがでをます。 


Concert Hall {コンサートホール） 

ミュンヘンにある2己日日席程度のコンサートホール 
の1階座席にいるよラな臨場感をつくりだします。 
豊麗な響さと落ち着いた雰囲気を感じることがでさ 
ます。 


Jazz Club {ジャズクラブ） 

こユーヨークにかつて存在したライブ八ウス「ヴ- 
ボトムライン」のステージ正面にいるよラな臨場 
感をつくりだします。左ちの幅が広く、リアルな 
躍動感を感じることがでさます。 



シネマ DSP (デジタル*ヴウンドフイールド-プ□セツ 
ヴー）とは？ 


世界の著名なコンヴートホールや劇場などで測定した 
データに基づく音場（音の広びり）技術を応用することに 
より、ご家庭で映画館のよラな視聴体験を実現する機能で 
す。 


2) ぶこ 

次の場をはシネマ DSP の機能は無効です。 

. ブルーレイディスクなどの HD オーディオ信号を再生し 
ている 

• サンプ U ング周波数が9日 kHz を超える信号を再生して 
いる 

• マイサラウンド機能を使用している場合知22ぺージ） 
. ステレオモードで再生している場合 
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エンタテイメント 


Sports {スポーツ） 

スポーツ中継のステレオ放送では、解説は中央に 
定位し、歓声や場内の雰囲気は周囲に大を<広 
びって、スポーツ観戦の醒酬味を味わラことびで 
さます。 

Variety {バラエテイー） 

トークの聞を取りやすさはそのままに、客席の販 
やかさび周りを包み込んで、番組の楽しさび倍増 
します。バラエティーま組、 I クシ ヨーな どを 
ライブ感豊かに楽しめます。 


サラウンドの音芦出力方法を切り替 
える 

サラウンド再生時の出カチャンネル数やビームの出 
力方法を設定します。 

1 〇 設定 キーを押す。 


OA / の ▽キー と© ミ夫定キーを押して、 
「Sound Setup 」 （サウンド設定）を選択 
ずる。 


Drama {ドラマ） 

セ U フは明瞭さをなちつつ質感を高め、効果音や 
BGM には自然な雰囲気と立体感を与えます。シ U 
アスなドラマから5ユージカルやコメディまで、 
幅広いジャンルの番組に対応します。 

Game {ゲーム） 

RPG や、アドベンチャーゲームなどに最適な音場 
です。映画用の音場効果などを用いて、プレイ中 
のフィールドの奥行をや立体感を演出し、ムー 
ビーシーンでは映画的なサラウンド効果を楽しめ 
ます。 

Mch Stereo {マルチチヤンネルステレオ） 

フ□ントおよびサラウンドの左からは左チヤンネ 
ルの音声を、フロントおよびサラウンドのちから 
はちチャンネルの音声を出すことで、広いエ U ア 
でステレオ音声をお楽しみいただくことびでさま 
す。ホームパーティーなどを行ラとをに最適です。 


(DSP Off ) 


Sur.Decoder {サラウンドデコーダー） 

シネマ DSP を使わず、サラウンドで再生します。 


3 0 A /©▽ キーとミ夫定キーを押して、 
に ound OuU (ヴウンド出力）を選択ずる。 

A OA /⑩マ キーと 決定 キーを 押して、 
1 「 ChOut 」 （チャンネル出力）を選択ずる。 

5 〇</> キーを押して、出力ずるチャン 
ネル数を選択ずる。 

還択項目：已 . 1 か、ス 1 か 1 、 Auto か（自動） * 4) 

5 ©V キーを押して、 rsur 」 （サラウンド） 
を選択ずる。 

7 〇</> キーを押して、設定するヴラウ 
ンド出力方法を選択す る。 5 ) 

選択項目： 

( 已 .Ich 還択日き）已 Beam 、 St+3Beam 、 
3Beam、My Sur. 

(7.Ich 選択時）已 Beam+2 、 St+3Beam2 、 
3Beam、My Sur. 

g ©設定 キーを押して、設定を終了ずる。 


選 J 只頂目について詳し<はなのぺージへ —► 



入力ごとに設定されたモードを記憶します。他の入力を選 
択すると、自動的に前回設定されたモードになります。 

4) ご、おこ 

• 設定値の「*」は初期設定を表しています。 

• [Auto chj (自動）に設定された場を 
入力信号び 2ch / 5.1ch の場を一已. 1 ch 出力 
入力信号び目.1/ 7.1 ch の場合— 7. 1 ch 出力 



ヘッドホンを接続している場合は、 「 Headphone 」 と表 
示され、設定を変更することびでさません。 
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rsurj (サラウンド）の選択頂目 


rs.lchj 

5 Beam (5 ビーム) 


[7.1 chj 

5 Beam +2 (5 ビームプラス 2) 


映画などでサラ 
ウンドの効果を 
存分に味わいた 
い場合 



フロント左/ち、セ 
ンター、サラウンド 
左/ちの各チヤンネ 
ルからビーム音声を 
出力します。 



フ□ント左/ち、セ 
ンター、サラウンド 
バック左/ちの各 
チヤンネルからビー 
ム音声を出力しま 
す。サラウンド左/ 
ちチヤンネルはフロ 


St +3 Beam {ステレオ+3ビーム) 


ント左/ち、ヴラウ 
ンドバック左/ち 
チヤンネルにミック 
スされます。 

St +3 Beam 2 


ライブ映像など 
を鑑賞する場合 




フロント左/ちのステレオ音声に加え、セ 


(ステレオ+3 ビーム プラス 2) 



ンター、サラウンド左/ちの各チヤンネル 
からビーム音声を出力します。サラウンド 
左/ちチャンネル音声出力はフロント左 
/ちチヤンネルのビームを使用します。 


フ□ント左/ちのステレオ音声に加え、セ 
ンター、サラウンドバック左/ちの各チャ 
ンネルからビーム音声を出力します。サラ 
ウンド左/ちチャンネル音声出力はフロ 
ント左/ちチヤンネルのビームを使用し 
ます。 


3 Beam (3 ビーム) 


フロント左/ち、センターの各チヤンネルからビーム音声を出力します。 
その他のチヤンネルはフロント左/ちに5ックスされます。 


家族で映画を見 
るとさや、後方の 
壁に近い位置で 
鑑賞する場合 



MySur . {マイサラウンド) 


視聴位置び本機 
から近い場合や、 
部屋の都合でヴ 
ラウンド効果び 
十分に得られな 
い場合 


視聴位置び本機正面の場合に効果を発揮します。他のサラウンド出力方 
法の設定ではサラウンド効果び十分に得られない環境でちサラウンド感 
溢れる音声を楽しむことびでをます。 
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I サラウンド デコーダーの 設定 

サラウンドモードで2チヤンネルや已 .1 チヤンネル 
のソースを再生する場合、本機はサラウンドデコー 
ダーを使用して最大 7.1 チヤンネルで再生し ます。 1 ) 
サラウンドデコーダーはそれぞれ特長びあるため、 
使用するデコーダーを切り替えることによってサラ 
ウンド効果を調整することびでを ます。 2 ) 


オプションメニューで rSur . Dec . Mode 」 を 
選択し、設定ずる。 

オプションメニューの操作は、入カソースごとの設 
定を変更する（オプションメニュー）2已 ぺ一 
ジ）を参照してください。 

遇巧でをるデコーダーとおずすめのソース 
2 ch -»5 ch 


おずずめのソース 


PRO LOGIC 



(ドルビー 

— 

すべての ソース 

プ□□ジック） 



PLII 

Movie 

映画 

(ドルビー 

Music 

音楽 

プ□□ジック n) 

Game 

ゲーム 

Neo:6 

Cinema 

映画 

(DTS Neo: 巨） 

Music 

音楽 

2 巳 h -^7 巳 h 

デコーダー 

おずずめのソース 

PLnx 

Movie 

映画 

(ドルビーフ□□ジック 

Music 

音楽 

Ex) 

Game 

ゲーム 

Neo: 已 

Cinema 

映画 

CDTS Neo: 巨） 

Music 

音楽 



1) ご、おこ 

百.1チヤンネルのソースを再生ずるときのサラウンドデ 
コーターについて 

「 ChOut 」 （チャンネル出力）を 「7.1 ch 」 に設定した場 
合、已 .1 チャンネルソースを最大 7.1 チャンネルで再生 
でさます 2] ページ)。入力信号に応じて、下のデ 
コーダーび自動的に選択されます。 


已 .Ich 入カソース 


2) ご、おこ 

. デコーダーの切0誓えは、サラウンド再生時にのみ有 
効です。 

.rch OutJ (チヤンネル出力）の設定 （-^22 ページ） 
によ0、選択でさるデコーダーは変化します。 

• ステレオ再生の場合9ページ）やマイヴラウン 
ド機能を使用している場合（陪21、22ページ）はお 
効です。 


PCM、AAC、 ドルビーデジタ 
ル、ドルビーデジタル EX 、 ドル 
ビ ー TrueHD 、 ドルビーデ ジタ 
ルプラス 

ドルビープ□□ジック IIx 
Movie / Music 

DTS デジタル、 DTS-ES 
matrix、DTS-HD マスターオー 
ディオ、 DTS-HDA イ U ゾ 

1」 ユー シヨン 

DTS-ES matrix 

DTS-ES discrete 

DTS-ES discrete 


まを上のごを意 
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便利な機能を巧ラ 


I へッ ドホンで聴く 

本機のヘッドホン端子（防44ぺージ）にへツ 
ドホンのプラグを差し込む。 1 ) 


へッドホン使用中のサラウンド音青について 

新開発の 7. 1 ch ヘッドフォン.サラウンド技術 
により、へッドホンを使用する場合でも、スピー 
力一による再生と同様にサラウンド音声やステ 
レオ音声をお楽しみいただけます （-^19 ぺ一 
ジ)。また、シネマ DSP の切 D 替え (-^20 ぺ一 
ジ)、おまかせサラウンド （<^1 己ページ）も有 
効に動作します。 


I 二力国語放送の音声の切り替え 

目 S / 地上デジタル放送の AAC 和ドルビーデジタル 
の音声多重信号入力時に、再生する音声を選択しま 

す。 2) 


©(▲) 音青を重キーを繰り返し巧ず。 

再生する音声の設定が切り替わ0 ます。 3 ) 
選択項目： Main *、 Sub、Main + Sub 

Main :主音声を出力します。 

Sub :副音声を出力します。 

Main + Sub ; 主音声と副音声の両方を出力します。 



• ヘッドホンの音量と卜ーンコント □ —ル、 LFE レベル 
は、スピーカーの設定とは別に設定でさます。 

. LFE チャンネル （0.1 ch ) び含まれる已 .1 チャンネル 
や 7.1 チャンネルなどを再生し、低音び過剰に聴こえ 
たりする場合は、 LFE レベルを下げると改善すること 
があ0ます0^34ページ）。 


2) ぶこ 

この設定は DUAL インジケーターび点口しているとさに 
有効です。 



ソースに畐暗声び収録されていない場合、音声は切り誓わ 
りません。 
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4) ご、おこ 

• 「日け」を選択するか、電源をスタンバイにすると、ス 
IJ ープタイマーは辭除されます。 

• AutoPowerDown に設定した場を、再生中に SLEEP 
インジケーターは点灯しません。 



• スタンバイになるまでの]0分間に本機を操作した場 
合は、操作の] 0分後にスタンバイになります。 


• 次の入力、条件では AutoPowerDown を選択できま 
せん。 

-アナ□グ（入力3 )、 DOCK 

- HDMI 1-3 ( HDMI コント□-ル機能び有効のとを) 



Interlock については 「iPod / iPhone の再生」（防2巨 
ぺージ）、 Connect 、 Disconnect 、 Pairin 呂については 
「 Bluetooth 対応機器の再生」（陪28ぺージ）を参照し 
て < ださい。 


|| スリープタイマー/才ートパワーダ 
I ウン機能 

一定時間経過後に本機の電源を自動的にスタンバイ 
にします。 

〇 スリープキーを繰り返し押ず。 

スタンバイ状態になるまでの時間び切り替わりま 
す。フロントパネルディスプレイに SLEEP インジ 
ケーター已ページ）び点滅します。 

SLEEP インジケーターび点灯に変わり、ス U - プ 
タイマーび設定され ます。 4 ) 

選巧頂目： Sleep 120 miru Sleep 90 miru Sleep 
60 min.、Sleep 30 miru AutoP 日 werD 日 wn、0 斤 

才ートパワーダウン機能 5) 

AutoPowerDown に設定すると、選択している入力 
び電源オフ（またはスタンバイ状態）になってから 
10分後に自動的にスタンバイにします。電源の消し 
忘れを防止するのに便利な設定です。 

' 入力ごとの設定 
(オプションメニュ ー） 

入力 ( TV / HDMI 1 〜3/入力1〜3/ドック）ご 
とに設定します。入力により、設定でをる項目は異 
なります。 


入力選択キー (包、@、〇、〇) を押して、 
設定を変更ずる入力を選択ずる。 

©オプション キーを押ず。 


2 


オプションメニューびフロントパネルデイス 
プレイに表示されます。 


A 〇づ /杉キーを押して、設定値を変更ず 
1る。 

5 0 オプションキーを押して、オプション 
メニューを終了ずる。 


オプシヨン メニユ ー項目 一 覧 

各入力には、じ I 下のよラなメこユーアイテムがあり 
ます。 


入カ ソース 

メニユー頃目 

HDMI1-3 

Volume 1 nm. Decoder Mode、 

Sur.Dec.Mode、Signal Info 

TV 

入力 1-3 
(INPUT]-3) 

ドック 

(DOCK) 

Volume]rim、Sur.Dec.Mode、Connect、 
Disconnect、Pairing、Interlock 6) 
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〇 A / の ▽キーで項目を 選択し、© ミ夫定 
キーを押ず。 


オプションメニュー項目の内容はな下のとおりで 
す。現在選択している入力に設定び反映されます。 
「*」は初期設定を表しています。 

各端子の入カレベル設定 
(Volume Trim) 

端子ごとに入カレベルを設定して、入力機器毎の異 
なる音量のばらつをを調節します。 

調整範囲： -6.0dB~0.0dB*~+6.0dB 

再生ずるデジタル音声信号の設定 
(Decoder Mode) 

再生する音声信号を選択します。 

遇巧項目： Auto* 、 DTS、A AC 

Auto ： 本機び自動的に選択して再生します。通常は 
このモードを選択してください。 

DTS : DTS 信号のみ再生します。 

AAC : AAC 信号のみ再生します。 

サラウンド デコーダーの 設定 
(Sur. Dec. Mode) 

詳しくは、「サラウンド デコーダーの 設定」23 
ページ）を参照してください。 



IJK を上のごを意 
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再生 



入力信号に関する情巧の表示 
(Signal Info) 

Oa /〇 ▽キーで表示される情報を切り替えます。 


Format 

デジタル音声のフォーマット 

Channel 

入力信号に含まれているチヤンネル数（フ 
□ ント / サラウンド /LFE ( 低域効果音)） 
表示例 ：「3 / 2 / 0. 1 」一入力信号にフ 
□ ント 3ch 、 サラウンド 2ch 、 LFE あり 1) 

Sampling 

デジタル入力信号のヴンプ 1 」ング周波数 

Bitrate 

入力信号の ] 砂あた 0 のビットレート 

HDMI In 

HDMI 映像信号の解像度 

HDK/II Message 

HDMI に関するエラー表示（エラーが発生 
しているとをのみ表示） 


iPod / iPhone の巧生 


ヤマ八製 iPod 用ユニノ くーヴ J レドック側売 YDS - 12 
など）や iPod 田ワイヤレスシステム側売 YID - W 10) 
を本機に接続して口 od / 口 hone に保存された音楽を 
再生することがでをます。 

I ヤマ八製 iPod 用ユニバーサルドックまた 
■ は iPod / iPhone シリーズ専用ワイヤレ 
スシステムをドック端子に接続し 、 iPod 
/ iPhone をセツト ずる。 2 ) 



雑音を避けるため本機からでをるだけ離して設 
置して < ださい。 



表示例の方法で表現でをないチャンネルを含んでいる場 
合は、「己 .] C h 」 のよラに合計のチャンネル数で表示さ 
れることがあ0ます。 


2) ぶこ 

• 本磯の電源びオフの状態のときに接続してください。 

. 丫 DS -1 2や丫 D - W 1 日などの接続および設定について 
詳しくは、各取扱説明書をご覧ください。 

. 本磯からケーブルをはずす場合は、プラグ上部の突起 
部を押しなび5はずしてください。 



iPod 用ユニバーサルドックを接続している場合、本機の 
ビデオ出力端子とテレビ側のビデオ入力端子をビデオ用 
ピンケーブル（付属）で接続すると、 iPod / iPh 日 ne の 
ビデオ映像をテレビに映すことびでさます。その際、テレ 
ビは接続した入力に設定してください。 
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再生 


2 0 ドックキーを巧し、ドック入力を選択 
してか5 iPod / iPhone を再生ず る。 4 ) 


ヤマ八製 iPod 用ユニ y くーサルドック 
( YDS - 12など）を使用する場合 5 ) 

ドックに iPod / iPhone を設置し、本機のリモコン 
を使って iPod / iPhone の再生操作をすることがで 
きます。 iPod / iPhone のビデオ映像をテレビに映 
すことちでをます。 

000 ⑩： iPod のメこューを操作します 
〇： iPod ホイールを操作します 

ユニパーサルドック (YDS-12/YDS-n /YDS- 
10) にが応ずる iPod / iPhone 

に01日年目月現在） 

iPod touch、iPod mini 、 iPod (第 4 世代、第已世 
代 )、 iPod Classic、iPod nano 、 iPhone 、 iPhone 
吕白、 iPhone 吕白 S 

ただし、 YDS -11 / YDS -10 は iPhone シ U - ズに 
対応していません。 

ヤマ A 製 iPod 用ワイヤレスシステム 
( YID - W 10) を使用する場合 6 ) 

ドック端子にレシーバーを接続し、 iPod/iPhone 
にワイヤレストランスミッターを接続することで、 
i Pod / iPhone を U モコンのように使いなびら再生 
することびでをます。 

ワイヤレスシステムに巧応ずる iPod/ iPhone 

に010年9月現在） 

iPod touch , iPod (第5世代 ）、 iPod Classic、iPod 
nano 、 iPhone、iPhone 3 白 、 iPhoneSGS 


4> O ごを意 

. iPod / iPhone の種類やソフトウてアのバージョンに 
より、一部の機能び使えない場合びあります。 

. iPod / iPhone 接続時にフ□ントパネルディスプレイ 
に表示されるメッセージについては、「困ったとさは」 
の 「 iPod / iPhone 」 〇 42ぺージ）を参照してく 
ださい。 

• あらかじめボリユームを最ルにしてから、 iPod / 
iPhone の着脱を行ってください。 



本機びスタンバイ状態の場合でわ、ドック端子に接続した 
ヤマノ V 製ドックに設置されている iPod / iPhone を充電 


本機と iPod / iPhone の連動 ァ） 

YID - W 1 日を使用する場合、オプションメニュー 
(陸'2己ぺージ）の 「 Interlock 」 を fOnJ に設定す 
ると、お使いの iPod / iPhone で政下のよラな機能 
を使用することがでをます。 

. iPod / iPhone で再生を開始すると、本機の電源が 
オンになり、入力が DOCK ( iPod ) になります。 
• iPod / 口 hone をトランスミッターから取り列す 
か、再生を停止したあとしばらくすると本機は自 
動的にスタンバイになります。 


できます。フ□ントパネルデイスプレイにはに hargin 呂」 
と表示されます。 



. 丫 ID - WIO を使用して、 rinterlock 」 を 「 On 」 にして 
いる場合は、本磯びスタンバイでも充電できます。 

. iPod / iPhone の最大音量よりもさ5に大きな音量で 
再生する場合は、本機の U モコンで音量を上げてくだ 
さい。 



この機能はアプ U ケーシヨンの音声や着信音でわ機能し 
ます。 iPhone をサイレントモードに設定すれば、着信音 
などで本機の電源と連動しません。 


巧を上©ご注意 
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再生 



Bluetooth 巧応機器の巧生 


Bluetooth ワイヤレスオーディオレシーバーを接続 
して、 Bluetooth 機器（携帯オーディオプレーヤー、 
Bluetooth 搭載のコンピューターなど）にな巧され 
た音楽を再生でをます。 

I ペアリング 


[ ペアリング]とは 

通信を行ラ機器を本機に登録する操作です。初 
めて团 uetooth 接続を使うときや、登録されて 
いたペア U ング情報び削除されたとをは、この 
操作び必要です。 

セキユ U テイ確なのため、ペア U ング操作には 
8分間の制限時間び設けられています。一度すベ 
ての手順を読んでから実際の操作を行5ことを 
おすすめします。 

V _ . 


7 「iPod / iPhone の再生 J の手順1(防26 
■ ぺージ）と同様に Bluetooth ワイヤレス 
才ーディオレシーバー ( YBA - 1 0) をドッ 
ク端子に接続ず る。 1 ) 

2 リモコンの 〇 ドックキーを押し、ドック 
入力に切り曾える。 

3 ペアリングしたい Bluetooth 機器の電 
源をオンにし、 Bluetooth 機器をぺアリ 
ング状態に ずる。 2 ) 



詳しくは YBA -10 付属の取扱説明書をご覽ください。 

2) ぶこ 

詳しくは、お使いの Bluetooth 機器の説明書をご覧くだ 
さい。 
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再生 


4 ©オプション キーを押ず。 


ドック入力のオプションメニューび表示され 
よ9 〇 

5 OA / ⑩ ▽キーを押して口3内1巧_|を 
選び、© ミ夫定キーを押ず。 3 4 ) 

Bluetooth 接続び開始されると、フロントパ 
ネルディスプレイにに earchin 巨…」と表示 
されます。 

6 Bluetooth 機器び Bluetooth ワイヤレ 
スオーディオレシー•/ (-を認識している 
ことを確認する。 

Bluetooth 機器び Bluetooth ワイヤレス 
オーディオレシーバーを認識している場合 
は、 Bluetooth 機器のデバイスリストに 
「 YBA - 10 YAMAHA 」 （例）と表示されます。 


I 接続 4) 

1リモコンの 〇 ドックキーを押し、ドック 
I 入力に切り替える。 

0 〇 オプションキーを押ず。 

3に omectj を選び、 〇 決定キーを押ず。 5 ) 


团 uetooth ワイヤレスオーデイオレシー 
パ’一と团 uetooth 機器の接続を解除ずる 
にはもう一度 ©オプション キーを押し 
て、オプションメニューを表示させ、 
「Disconnect」 を 選択して© ミ夫定キーを 
押ず。 


Bluetooth 機器のデバイスリストか5 
Bluetooth ワイヤレスオーデイオレシー 
バーを選び、 Bluetooth 機器にパスキー 
「0000」を入力ずる。 


3) ごぶこ 

ペア IJ ングをキャンセルするときは、 U モコンの ⑩ 戻る 
キーを巧します。 

4) ぶこ 

本機からの接続操作は、前回接続した Bluetooth 機器の 
みび接続対象となります。 



• 表示については、「困ったときは」の 「 Bluetooth 」 

(腹43ページ）を参照してください。 

• 前回接続された目 lueto 日化機器がと接続したい場含 
は、その目 luetooth 機器側から接続操作を行ってく 
ださい。詳しくは、お使いの目 luetooth 機器の取扱 
説明書をご覧ください。 
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設定 


設定メニュー 



操作手順 


し i (下の操作の前に、本機とテレビをビデオ用ピン 
ケーブル（付属）で接続していることを確認して、テ 
レビの入力を「ビデオ入力1」（例）に切 D 替えてく 
ださい。 

1 ©設定 キーを押してメニューに入る。 1) 


開む- 

.•巧リー 
•自画設定 
.詳捆設定 
•サウンド設を 
.入刀設定 
•表示設を 

[▲3 / [▼] :移画 
[まを]:巧を 


2 


OA /⑩マ キーを押してメニューを選 
択し、 〇 ミ夫定キーを押ず。 


設定したいメニューび表示されるまで、この 
手順を繰り返してください。 



3 抽巧申 

™ 氏 正 

—1) 

設置巧巧居境 

2) 

ビーム 勇整 

3) 

Lch / Rch 位置謂養 


【▲3 / [▼い移国 


【まを]:巧を 


3 〇</> キーを押して、各メニューの設 
定値を調節ず る。 2 ) 


4 


の 設定キーを巧して、設定メニューを解 
除ずる。 


巧) 戻るキーを押すと、ひとつ手前のメこユー 
表巧|しおります。 


リ〇ご注意 

長押しすると、言語選択の画面になります(■^38ページ)。 

2) ぶこ 

設定値の「*」は初期設定を表しています。 
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設定 メニュー 


カテゴリー 

メニユー 

サブメニュー 

内容 

ぺージ 

メモ U — 

方モ U —呼び出し 

メモ U —]、メモ I 」一 

2、><モ|」一3 

設定内容を呼び出す。 

陌 "1 已ぺージ 

六モ U —保存 

方モ I 」一]、方モ U — 

2、六モ I 」一3 

設定内容を保存する。 

腔 "1 已ぺー ジ 

自動設定 

ビーム調整+音質 
調整 

自動設定（確認-準備） 

ビームと音質を自動的に設定する。 

豚13ページ 

ビーム調整 

ビームを自動的に設定ずる。 

陣13ページ 

音質調整 

音質を自動的に設定する。 

i ^ l 3 ページ 

詳細設定 

設置視聴環境 

本体設置位置、 IJ スニン 
グルームの長さ 、 U スニ 
ングルームの幅、距離 

設置状態や I 」スニング環境を設定する。 

降32ページ 

ビーム調整 

水平角度、ビーム経路 
長、焦点距離（フ□ント 
左、フ□ントち、セン 
ター、サラウンド左、サ 
ラウンドち） 

ビームの向さと距離を設定する。 

降33ページ 

Lch / Rch 位置 
調整 

左、ち 

左ちの音のバランスを調節する。 

陣34ページ 

サウンド設定 

トーンコント □- 
ル 

高音、低旨 

高音域と低宣域の出カレベルを調節する。 

i ^34 ページ 

サブウーファー 

LFE レベル 

ヴプウーファーに関する設定をする。 

豚34ページ 

映像と音声のタイ 

S ング調整 

AUTO LIP SYNC 

音声出力のタイ S ングび映像と一致するよラ調 
節する。 

陌=34ぺジ 

TV 、 HDMIl -3、 
INPUTl -3 

音声信号の出カタイ S ングを手動で設定する 

ダイナ S ックレン 
ジコント□ール 

Adaptive DRC 、 
Dolby/DTS DRC 

ダイナブックレンジの設定をしまず。 

防3已ページ 

チヤンネルレベル 

フ□ント左、フロント 
ち、センター、サラウン 
ド左、サラウンドち、サ 
ブウーファー 

各チヤンネ J レの音量を調節します。 

昭3已ページ 

サウンド出力 

チヤンネル出力 

ビームの出力方法を切り曾えます。 

陣3已ページ 

サラウンド 

サラウンド音声出力を切り替えまず。 

陣3已ページ 

入力設定 

入力端テ設定 

オプティカル I 、オプ 
ティカル2、コアキシヤ 
ル、アナ□グ 

音声入力端テの設定を変更します。 

降36ページ 

音声選択 （ HDMI 1、 
HDMI 2. HDMI 3) 

HDMI 端子の音声出力を設定する 

入力端子名変更 

TV 、 INPUT 1、 

INPUT 2、 INPUTS 、 
HDMIl 、 HDM に、 

HDMI 3 

入力の表の名称を変更します。 

陣37ページ 

HDMI 設定 

HDMI コント□-ル、 

ヴポート曰卢 

HDMI に関する設定をします。 

陣37ページ 

表示設定 

本体表示設定 

操作時の明るさ、が操作 
時の明るさ 

フ□ントパネルディスプレイ表示を設定します。 

陌 '3 8ぺージ 

ニユー画面設定 

上下位置、背景色 

方ニュー画面に関する設定をしまず。 

腔 '3 8ぺージ 

LANGUAGE 

SETUP 

」 APANESE 、 

ENGLISH 

乂 —ュー画面の表术己語を鼓定します。 

腔 '3 8ぺージ 


設 

定 


巧を上©ごを意 
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設定メニュー 


設置摄境やビームの設定 


自動設定 （■®' l 1ページ）の内容を手動で調節しま 
す。自動設定の値を生かしなびらビームを微調節す 
るには、「ビーム調整」、および 「 Lch / Rch 位置調 
整」で設定を変更して<ださい。 


r コーナー置を」に設定 
した場合は、視聴位置左 
側前方の壁の長さと、ち 
側前ちの壁の長さを設 
定します。 



> 


I U スニン グ環境の設定 

詳細設定^設置巧昭摆境 

本機の設置状態や視聴位置を設定し ます。 1 ) 2 ) 

1 設置視聴環境1/ 3の r 本体設置位置」 
I を設定する。 

本機の設置場所を設定し ます。 3 ) 

遇巧項目；壁置を*、 コーナー 置を 


r 壁置さ J 「コーナー置を J 



ク設置視聴環境3 / 3を設定ずる。 


本機前面から視聴位置までの距離や、本機の 
中むから左側の壁までの距離を設定します。 

本機か5視聴位置までの巧変節囲： 

1 .8 m 〜9.0 m 

本機か6左側の壁までの巧変節囲： 

0.6 m ~ 11 .4 m 


1 .8 m 〜 
9.0 m 



「壁置さ J の場合のみ 




◄ - 

0.6 ID 〜 

1 ].4 m 

i 

1 


2 設置視聴環境2/3を設定ずる。 


部屋の長さと幅を設定します。 

調碧節囲： 2.0 m 〜12.0 m 

r 本体設置位置」を「壁 
置さ」に設定した場合 
は、部屋の幅と本機か 
ら後方までの長さを 
設定します。 



1) ご、おこ 

本設定を変更すると、「ビーム調整」わ自動的に適切な値 
へ変更されます。 

2) ご、おこ 

本設定を変更すると、自動設定のビームデータは失われます。 


3) ごぶこ 

設定を変更すると、「サラウンドモード」の設定わ自動的 
に変更されます （>^21 ページ）。 
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設定メニュ - 


I ビームの 向さと距離の設定 

詳細設定^ビーム調整 

ビームの向をと距離を設定し ます。 4 ) 

1 r 水平角度」を設定ずる。 


テスト音を聴をなびら、ビームの水平ち向の角 
度をチヤンネルごとに調節します。 

左ち向に調節すると音声出力は左ち向へ移動 
し、ちち向に調節するとちち向へ移動します。 

調整範囲： L 90° ~ R 90。 （ち go 度 ~ ち go 度） 



(+) 


[-) 


2 


「ビーム経路長」を設定ず る。 5 ) 


各チャンネルのビームび、出力されてから壁 
にはね返って視聴位置に到達するまでの距離 
を設定します。この設定により、音の遅延 量 
び補正され、各チャンネルの音び同じタイ5 
ングで視聴位置に届くよラになります。 

調整お囲： 0.3 m ~ 24.0 m 


ち図では、矢印の長さびビー 
ムの経路長を表しています。 



3 


例 


「焦点距離」を設定ずる。 6) 


音びよく聞こえる範囲（スイートスポット）の 
広さを調節します。 

下図のよラに音び一旦焦点を結び、その地点 
からまた広びるよラ設定されています。数値 
をルさく（一（マイナス）方向に）設定する 
ほどスイートスポットは広くなり、数値を大 
をく （+ (プラス）ち向に）設定するほどス 
イートスポットは狭くなります。 



センターチャンネルについては、初期設定 
(- 0.5 m ) での使用をおすすめします。 

サブメニュー表示：フ□ントち、フ□ントち、 
サラウンドち、サラウンドち 
調整節囲：一1 .Om ~+ 1 3.0 m 
サブメニュー表示：センター 
調整範囲：一1 .Om O . Bm * ~+ 1 3.0 m 

フ□ント左チヤンネルセンターチヤンネル 



4) ごぶこ 

. 自動設定 （-^1 1ページ）または「設置視聴環境」の 
設定によ0、各項目は自動的に設定されています 
( r 焦点距離」の「センター」は除く）。 

. 「サラウンドモード」（防21ページ）の設定によ0、 
設定でさないチャンネルは「一一」と表示されます。 


巧〇ごを意 


「ビーム経路長」は r 水平角度」を調節した場合にのみ設 
定してください。 

6) :帝'こ 

自動設定 ] ページ）および「設置視聴環境」32 
ページ）の設定では、スイートスポットび本機の幅よりか 
し広くなるよラ自動的に調節されます。 


巧を上©ご注意 
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設定メニュ ー 


I フ□ント左/ちチヤンネルの位置調 

I m_ 1) 

詳細設定一 Lch / Rch 位置調整 

フロント左/ちチヤンネルの音声び聞こえてくる方 
向び、センターに近い位置になるように調節します。 
左ちで音の聞こえて<る方向び不自然な場合に調節 
してください。 

r サラウンド モー ド」批21ぺ ージ） を「已ビーム 
プラス2」または「已ビーム」、「3ビーム」に設定し 
ているとをに調節でをます。 

「オン」を選択すると、音のち向を調節でさます。 

還巧項目： OFF * {オフ）、 ON (オン） 

7 「左」を設定する。 

設定値（％)び上びるほどセンターから音び 
聞こえるよラになります。 

調整範囲： 0%*~95% 

フ□ント左チヤンネルを 
調節しないとを 調節したときのイメージ 




2「も」を設定する。 


設定値（％)が上がるほどセンターから音が 
聞こえるよラになります。 

調碧節囲： 0%*〜日5% 

フ□ントちチヤンネルを 
調節しないとを 調節したとさのイメージ 




音声の設定 


I 音色の調整 

サウンド設定 一 I ンコント□—ル 

高音域と低音域の出カレベルを調節します。 

サブメニュー表示：高音、低音 

調整節囲：— lO.OdB 〜0.0 dB * 〜+ lO.OdB 

I ヴブウーファーの設定 

サウンド設定^サブウーファー 
サブメニュー表示： LFE レベル 

ドルビーデジタル、 DTS 、 および AAC 信号に含ま 
れている LFE (低域効果音）の音量を調節し ます。 2 ) 

調璧節囲： 一20.0 dB 〜 O . OdB * 

I 映像と音芦のタイミング調整 

サウンド設定 一： 映像と音再のタイミング調整 

接続しているテレビでデジタル処理された映像び、 
音声よりち遅れて表おされることびあります。この 
タイ5ングのずれを、音声を遅らせて出力すること 
により補正します。 

サブメニューま示： AUTO LIP SYNC 

出カタイ5ングの補正方法を設定します。 

遇巧項目：オン*、オフ 

r オン」：出カタイ5ングび自動的に調節されます。 
HDMI で接続されたテレビび U ップシンクの自動補 
正機能に対応しているとをのみ有効です。 

け刀：テレビび自動補正機能に対応していない場 
合や自動補正機能を使わない場合に選択します。 

次の項目で遅延時間を入力ごとに手動で調節でさます。 



ちチャンネ j レの音量レベルは、「チャンネルレベル」(■^35 
ページ）で調節でさます。 


2) ごぶこ 

LFE とは？ 

デジタル音靑に含まれるお域の効果音です。ドルビーデジ 
タル、 DTS などのデジタル信号では専用のチャンネルび 
用意されています。 
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設定メニュー 


入カレベル 

音量:か 


入カレベル 

日里-ス 


サブメニュー表示：チヤンネル出力、サラウンド 

音声出カチャンネル数（己. lch /7.1 ch /自動）や 
サラウンド出力方法を切り替えます。詳しくは「ヴ 
ラウンドの音声出力ち法を切り替える」（《^21ぺ一 
ジ）を参照してください。 


サウンド設定ーダイナ5ックレンジコントロール 

音量を下げて再生した D 、 夜間に再生したりすると 
をのダイナ5ックレンジ（最大音量から最ル音量ま 
での差）を設定します。 

サブメニユーま示： Adaptive DRC 巧 

本機の音量とダイナ5ックレンジを連動して調節し 
ます。「オン」に設定すると、ダイナミックレンジは 
なのよラに調節されます。 

音量をルさくしたとを： 

ダイナ5ックレンジび狭くなります。大をな音は音 
量をルさめに、聞さ取りにくいルさな音は大さめに 
再生します。 

音量を大をくしたとを： 

ダイナ5ックレンジび広くなります。ルさな音から 
大をな音まで、ソースの持つ音量のまま再生します。 


I 各チャンネルの音量バランスの設定 

サウンド設定^チャンネルレべル 

チャンネルごとに出力されるテスト音を聴をなび 
ら、チャンネル間の音量バランスを調節し ます。 6 ) 

サブメニユー表示： 

フ□ントち、フ□ントち、センター、サラウンドち、 
サラウンドち、サブウーファー 

調整範囲： 一 10.0dB~+ lO.OdB 


I サラウンド音芦の設定 

サウンド設定ーサウンド出力 


サブメニユー表示： TV 

テレビ端テから入力した音声信号の出力遅延時間を 
調節します。 

調壁轟囲； 0ms* 〜 300ms 

サブメニユー表示： HDMn -3 

HDMI 入力端子から入力した音声信号の出力遅延時 
間を調節します 。 「AUTO LIPSYNC 」 が「オフ」の 
ときに有効になります。 

調整節囲： 0ms 〜 30ms* 〜 300ms 

サブメニユー表示: INPUT! /INPUT2/INPUTS 

INPUTl / INPUT 2/ INPUT 3 な端子わ、ら入力した 
音声信号の出力遅延時間を調節します。 

調壁轟囲： 0ms 〜 30ms* 〜 300ms 

I ダイナミックレンジ圧縮の設定 


遇巧項目：オン*、オフ 

r オン」：ダイナミックレンジを自動調節し ます。 4 ) 
r オフ」：ダイナ5ックレンジを自動調節しません。 

サブメニユー表示： Dolby/DTS DRC 

のレビーデジタル、および DTS 再生時のダイナミッ 
クレンジを設定します。 

還}只項目：最大*、標準、最ル/自動 

最大：入力された信号を補正せず、そのまま再生し 
ます。 5 ) 

標準：一般的な家庭用として推奨するダイナ5ック 
レンジです。 

最ル/自動： 

(最ル） Dolby TrueHD 信号し i (外のビットスト U — 
ム信号再生時に、夜間やル音量でち聴をやすいダイ 
ナミックレンジに調節します。 

(自動） Dolby TrueHD 信号再生時に、入力信号から 
の情報に基づいてダイナ5ックレンジを調節します。 



• 「オン」に設定すると、 「 Dolby/DTS DRC 」 び自動的 
に「最大」に設定されます。 

• ユニボ I 」ュームをオンにすると、本設定は無効にな0ます。 

4) :ぶこ 

夜間などにル音量で聴く際にち聴さやすくなります。 



「最大」 U 外に設定すると 、 [Adaptive DR 巳」び自動的 
に「オフ」に設定されます。 



「サウンド出力 J の「サラウンド」を「マイサラウンド」に 
設定した場合は、政下の項目を設定することびでさます。 
サブメニュー表示：センター、サラウンド左ち、サブウー 
フア- 


設 

定 


サウンド出力設定 


う V 三 R 巧 


を上のごを意 
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設定メニュー 



入力に関ずる設定 


I 音芦入力端子の割り当て設定 

入力設定一入力端子設定 1 ) 

音声入力端テの割り当てを変更します。各端テに設 
定した割り当てに従って、入力選択時の音声が決定 
されます。 2 ) 


ヴプメ ニュー 表示 

初期設定 

オーディオ入力端子 

オフティカル] 

TV 

オーディオ入力（デジタル）テレビ[光] 

オフティカル2 

INPUT ] 

オーディオ入力（デジタル）][光] 

コアキシャル 

INPUT 2 

オーディオ入力（デジタル ） 2 [同軸] 

アナ□グ 

INPUTS 

オーディオ入力3 [アナ□グ] 


選;只頂§ : TV 、 INPUT !、 INPUT 2、 INPUTS 、 
HDMI 1、 HDMI 2、 HDMI 3 


音青選}只 { HDMI 入力の音青還 J 只） 

HDMI 入力端子からの入力された映像と、デジタル 
入力端モまたはオーディオ入力端子からの音声を再 
生したいとさに HDMI 音声信号をオフに切り替えま 
す。 3) 

サブメニュー表示 ： HDMIK HDMI 2、 HDMI 3 
選が頂目：オフ、オン* 



HDMI 入力を選択した場をは、入力端子設定の音声選択 
で対応する HDMI 入力の設定を「オフ」にしてください。 

2) ご、おこ 

他のデジタル音声入力端子ですでに選択されている選択 
項目は表示されません。 



使用例： PC と本機を接続ずる場合 

1 P 仁の DVI 出力端子と本機の HDMI 入力3を DVI 一 
HDMI 変換ケーブルを使って接続する。 


2 PC の音声出力端子と本機のオーディオ入力3端子（ア 
ナ□グ）を接続する。 

3 r 入力端テ設定」で r アナ□グ」を rHDMi 3」 に設定する。 


4 「音声選択（入力端子設定）」で 「 HDMI 引を r オフ」 
に設定する。 
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設定メニュー 


I 入力名表示の設定 

入力設定一入力端子ち巧更 

フロントパネルディスプレイに表示される入力を変 
更します。選択項目から選ぶか、任意の名称を入力 
してください。 


選が頂目か百選ぶ場合 

7 OA /OV を押して、表示を変更ずる 
■ 入力を選択ずる。 

0 〇づ /杉キーを押して、表示を選択ずる。 

選択項 g : Blu - ray 、 DVD 、 DVR 、 CATV 、 
Satellite、Game 

2 設定を I 格了ずるには、 ⑩ 戻るキーを押ず。 


お好みのを谢を入力ずる場合 

7 OA /⑩マ を押して、名称を変更ずる 
■ 入力を選択する。 

2 ©ミ 夫定キーを巧ず。 


変更後の名称表示の上に、文字位置を示す 
「▼」び表示されます。 

3 〇</> キーを押して、変更する文字位 
置を選択ずる。 

イ OA / ⑩ ▽を押して、文字を選択ず る。 4 ) 


4) ご、おこ 

表示できる文きは、 A 〜 Z 、 〇〜日、 a 〜 Z 、 記号（し？、 
<、>など）です。 


I ；手順3〜4を繰り返ず。 

ら 入力び終わった 50 決定キーを押ず。 

7設定を終了ずるには、 ⑩ 戻るキーを押ず。 


I HDMI に関する設定 

入力設定一 HDMI 設定 

HDMI 信号や HDMI コントロール機能に関する設定 
をします。 

HDMI コント□-ル 

サブメニユー表示： HDMI コント□-ル 

HDMI コントロール 機能（陽 1己ぺージ）のオン/才 
フを切り替えます。 

還が項目：オフ、オン* 

r オフ」：コントロール機能を無効にします。本機の 
待機時消費電力を低減でをます。 
r オン」：コント□-ル機能を有効にします。 

音南を巧をする機器 

サブメニユー表示：サポート音青 

HDMI 入力音声信号を再生する機器を設定します。 
「 HDMI コントロール」びけスのときに機能び有 
効になります。 5 ) 

遇巧頂目： YRS -2100 ( YRS -1 100)*、それなか 

「 YRS - 2100 ( YRS -1 100)」：入力された音声信号 
を本機で再生します。 

r それし U 外」： HDMI 出力 ( ARC ) 端子に接続した磯 
器で再生します。 



本機の HDMI 入力端子に入力した HDMI 映像信号は、常 
に本機の HDMI 出力 （ ARC ) 端テへ出力されます。 


巧を上©ごを意 
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設定 メニュ ー 



I 表示の設定 

フロントパネル表示の設定 
表示設定 一本 体表示設定 

フロントパネルディスプレイに関する設定を変更し 
ます。 

サブメニュー表示：操作時の明るさ 

本体/1」モコンキー操作時のフロントパネルディス 
プレイの明るさを調整します。数値びルさくなるほ 
ど暗くなります。 

遇が項目：一2、 一 1、オフ* (最も明るい） 

サブメニュー表示：巧操作時の明るさ 

r 操作時の明るさ」の設定値を基準として、通常時 
(本体/ U モコンキー非操作時）のフ□ントパネル 
ディスプレイの明るさを調節します。数値びルさ< 
なるほど暗くなります。 

遇巧頂目:がま示、一 3、一 2、一1、オフ*(最も巧るい) 

メニュー画面の設定 

ま示設定—メニュー画面設定 

本機のメニュー画面に関する設定を変更します。 

サブメニュー表示：上下位置 

メニューを表おする位置を調節します。一（マイナ 
ス）ち向にすると表示位置び上に移動し、+ (プラ 
ス）ち向にすると下に移動します。 

遇巧項目：-5~±0*~+5 
サブメニュー表示：背景色 

壁紙の色を設定します。 

遇巧項目：ブルー*、グレー、ブラック、パープル、 
レツド 


メニユー表の言語の設定 1 ) 

表示設定一 LANGUAGE SETUP 

メニュー画面の表お言語を設定します。 

遇巧頂 S : JAPANESE*、ENGLISH 

「 JAPANESE 」 ：日本語で表示します。 
「 ENGUSH 」 ：英語で表示します。 


1) ごぶこ 

. の 設定キーを長巧しすると、このメニューを直接表お 
することびでさます。 

. HDMI コント□-ル対応のテレビをご使用の場合、設 
定び自動的に変更されることびあります。 


38 Ja 










































設定 


拡張メニ ュー 


©電源 （む） キーを巧して、本機の電源 
をスタンバイにずる。 

本体の INPUT キーを巧しなび5、リモ 
コンの© 電源 （む） キーを巧して電源を 


オンにずる。 


フ□ントパネルディスプレイに 「ADVANCED 
SETUP 」 と表示されます。 

0 本体の INPUT キーをはなず。 


イ OA / ⑩ ▽キーで、設定したいメニュ ー 
S をフ□ントパネルディスプレイに表示さ 
せ、© 決定キーを巧ず。 1 ) 

5 〇< / >キーを押して、設定を変更ず 
る。 2) 

6 ® 電源 （の） キーを巧して、電源をスタ 
ンバイにずる。 

再度© 電源（む）キーを押して電源を入れる 
と、設定されます。 


設定項目 

内容 

選択項目/調舊節囲 

TURN ON VOLUME 

起動時の音量 

0 FP 〔設定しない)、 0] 〜目目、 MAX 撮大） 

MAX VOLUME SET 

音量最大値の制限 

0] 〜99、 MAX * (最大） 

PANEL INP . KEY 

本体 INPUT キーの有効/無効 

P . INPUT : 曰 N * (有効） 

P . INPUT : 日 FF (無効） 

F.PANEL KEY 

本体操作キーの有効/無効 

F . PANEL :0 [\r (有劾） 

F . PANEL : 日 FF (無効） 

R . INPUT POWER 

スタンパイ状態から U モコンの入力選択 
キーで起動する 

R.INPUT PW :0 FP (起動しない） 

R.INPUT PW :0 N (起動する） 

冉 C ON STANDBY 

本機への電源な給び回復したとをの状態 

AC STANDBY:OFP (電源遮断前の状態） 
ACSTAND 日 Y :0 N (スタンバイ状態） 

MEMORY PROTECT 

「メモ1」一保存」 （1^1 已ページ）を保護 

PR 0 TECT :0 FP (保護しない） 

PROTECT : 曰 N (保護する） 

DEMO MODE 

ビーム化された音声のデモ 機能 3 ) 

BEAM DEM 0:0 FP (通常の再生） 

BEAM DEM 0:0 N (デモモード） 

FACTORY PRESET 

設定の初期化 

PRST : CANCEL * (初期化しなし'〇 

PRST:RESET (初期化する） 



ひとつ前の表示に戻りたい場合は、 ⑩ 戻るキーを押して 
くださし、。 

2) ご、おこ 

設定値の「*」は初期設定を表しています。 



1チヤンネルにダウン S ックスした音青をビーム化し、左 
ちに水平移動させなび5出力します。これによ0、本機か 
らビームびどのよラに出力されているか体感でをます。 
デモ状態の場^はフ□ントパネルディスプレイに 
「 Demo 」 と表示されます。 

水平移動の開始*停止 
〇 切 キーを 押す。 

Auto Demo On :ビームが自動的に左ちに水平移動 
Auto Demo Off :ビームの方向を固定 


ビーム角度の手動調整 

「Auto Demo Off 」 の 状態で© サラウンドキ ー/©ステ 
レオ キーを 押す。 
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旧つ たとをは 

困ったとさは 

ご使用中に本機び正常に作動しなくなった場合は下記の点をご確認ください。対処しても正常に動作しない 
場合や、下記かで異常び認められた場合は、本機をスタンバイ状態にし、電源プラグをコンセントから抜 
いてから、お買上げ店またはヤマ八修理ご巧談センターにお問い合わせください。 

1 全般 




症状 

原因 

対策 

参照 ぺ一 
ジ 

本機が正常に作動しない 

内部マイコンび外部電気ショック（落雷 
または過度の静電気)、または電源電圧 
の低下によりフ1」ーズしている。 

コンセントから電源プラグを掠さ、約30砂、後 
にをラー度差し込んでください。 

— 

電源（む） キーを 押して 
も電源び入5ない/ずぐ 

電源コードびしっかり接続されていなし'!。 

電源コードび正し<コンセントに接続されてい 
ることをご確認ください。 

8 

に電源び切れてしまラ 

内部マイコンび外部電気ショック（落雷 
または過度の静電気)、または電源電圧 
の低下によりフ U —ズしている。 

コンセントから電源プラグを抜を、約30秒後 
にをラー度差し込んでください。 

— 

使用中に突然電源び切れる 

機器内部の温度び上昇したため、保護回 
路び働を電源び切れた。 

温度び下びるのを待って（約 1 時間程度)、電 
源を入れ直して < ださい。 

— 


ス U —プタイマーび作動した。 

電源を入れてソースを再生し直して<ださい。 

2巳 


YID - W 10 を使巧中、 「 Interlock 」 び 
「 On 」 に設定されている状態で、無線び 
切断されてしばらく経過したために電源 
び切れた。 

無線接続を再開するか、 iPod / iPhone の音 
声を検知させて、本機の電源をオンにする。 

— 

音声び出ない 

再生機器びしっかり接続されていない。 

接続を確認して < ださい。 

8、9 


再生したいソースび正しく選ばれていない。 

INPUT キーや入力選択キーで、再生したい 
ソースを正し < 選んでください。 

18 


音量びルさい。 

音量を大さくして < ださい。 

18 


消音されている。 

消音キーまたは音量十/-キーを押して消音を 
稱除してください。 

18 


本機で再生でをない信号び入力されている。 

本機で再生可能な信号のソースを再生してくださ 
し、または再生機器の設定を変更してください。 

— 


「サポート音声」を「それ U * (が」に設定 
してし)る。 

「 YRS - 2100 ( YRS -1100)」 に設定してくだ 
さい。 

37 


rHDMi コント□-ル」び r オフ」に設 
定されている。 

ARC (オーディオ U ターンチヤンネル）対応の 
テレビと本機を HDMI ケーブルのみで接続する 
場合は、 「 HDMI コントロール」を「オン」に 
設定してください。 

37 


へ、、ノ K ホ V が巧締ホれてし'<る- 

本磯の光デジタル入力（テレビ）端子とテレビ 
の音声出力端テを光ファイノ（ーケープルで接続 
して < ださい。 

--- 

9 

有線放送などでエフェク 
ト チャンネルの音びノイ 
ズになる 

あらかじめソースにサラウンド効果びか 
かっている。 

- - -- 

本機でサラウンド効果をかけないでください。 

— 

特定のチャンネル音声が 
出ない/はっさ0聞こえ 
ない 

該当チャンネルの音量び絞られている。 

該当チヤンネルの音量を調節してください。 

19、3巳 

ビームび正し < 設定されていない。 

ビームを調節して < ださい。 

21 

ステレオ再生している。 

サラウンド再生してください。 

20 


音声出力方法により、出力されないチャ 
ンネルびあ0ます。 

音声出力方法を変更してください。 

21 

十分なヴラウンド効果が 
得5れない 

本機と再生機器やテレビをデジタル接続 
している場合に、再生機器やテレビのデ 
ジタル出力設定が有効になっていない。 

再生機器やテレビ側の設定を確認してください。 

— 


部屋び特殊な形状をしている、または本 
機の設置場所や視聴位置び部屋の左ちの 
壁の中央からずれている。 

本機の設置場所や視聴位置を変更してください。 

巨、32 


ビーム経路上に壁びない。 

ビーム経路上に反射板を設置してください。 

— 


7イヴラウンドモードを選択し、本体中 
央正面切がの場所で視聴している。 

本体中央正面で視聴してください。 

22 


40 Ja 





























困ったとさは 



を状 

原因 

対策 

参照 ぺ一 
ジ 

內蔵ヴブウーファーか5 
音声び出ない 

再生しているソースに LFE や低音信号 
び含まれていない。 

^ - ^ 

' -- 


サブウーファーのレベルびない。 

サブウーファー+キーを押してレベルを上げて 
<ださい。 

18 

テレビ画面に映像び表示 
されない 

HDMI ケーブルびしっかり接続されてい 
ない。 

接続を確認して < ださい。 

8、9 

本機の メニュー 画面が表 
示されない 

本機のビデオ出力端子とテレビのビデオ 
入力端子び接続されていない。 

付属のビデオ接続ケーブルで接続してください。 

8 


テレビの入力切り曽えび正し < 設定され 
てレない。 

テレビの入力を切り曽えてください。 

— 

デジタル機器や高周 ミ 皮機 
器か5の雑音を受けてい 
る 

本機とデジタル機器や高周波機器の設置 
場所び近すざる。 

本機からそれらの機器を離してください。 

— 

設定した内容が変わって 
しまラ 

「 HDMI コント□—ル」び「オン」に設 
定されているとを、テレビの仕様によっ 
ては、チヤンネルを変えるなどのテレビ 
の操作で、サラウンドモードなどの本機 
の設定び変更される。 

「 HDMI コントロール」を「オフ」に設定する 
か、本機の U モコンで再度設定してください。 

37 

HDMI コント□—ル機能 
び正常に動作しない 

「 HDMI コント□-ル」び「オフ」に設 
志されている。 

「オン」に設定してください。 

37 


テレビのコント□ール機能設定び有効に 
なっていない。 

テレビ側の設定を確認してください。 

— 


規格の制限台数を超える HDMI 機器を接 
続している。 

接続している HDMI 機器の数を減らしてください。 

— 

「AUTO LIPSYNC 」 を 
「オン」に設定しても効果 
が感じ6れない 

テレビび U ップシンクの自動補正機能に 
対応していない。 

「冉 UT 曰 UPSYNC 」 を「オフ」に設定し、遅 
延時間を手動で設定してください。 

34 

キー操作時に 「Not 
Available ] と表示される 

操作したキーは現在の状態では機能しま 
せん。 

^ ^ ^^ 

--- 

I リモコン 

症状 

原因 

対策 

参照 ぺ一 
ジ 

リモコンで本機を操作で 
さない 

U モコン操作範囲からはずれている。 

本体のリモコン受光部から巨 mU (内、角度3ぴ 
し处内の範囲で操作してください。 

7 


受光部に日光や照日月（インバーター壁光な 
やスト□ボライトなど）び当たっている。 

照明、または本体の向をを変えて<ださい。 

— 


乾電池び消耗している。 

乾電池をすべて新品に交換してください。 

7 
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困ったとさは 


iPod / iPhone 


〇ごを意 

ディスプレイに表示される下記のメッセージがで不具をびおこった場合は、お使いの iPod / iPhone の接続を確認し 
て < ださい。 


Connected 


メッセージ 

內客 

対策 

参照ぺ一 
ジ 

Connect error 

iPod / iPhone との通信に問題び発生し 
ていまず。 

本機の電源をオフにし、ヤマ从製 iPod ュニバーサ 
ルドックを接続し直してください。 

2已 



iPod / iPhone をヤマ A 製 iPod ュニパ‘ーサルドッ 
クにセットし直してください。 

26 

Low Battery 

iPod / iPhone のバッテリーび残りわず 
かです。 

-^-^ 

- - - - 

Unknown iPod 

本機に対応していない種類の iPod / 
iPhone び接続されていまず。 

本機に対応した iPod を接続してください。 

27 


iPod / iPhone びヤマ八製 iPod ユニ 
ノ く一がレドックに正しく接続されました。 


口 od / iPhone びヤマ八製ワイヤレスト 
ランスミ•ッターに正しくセットされ、本 
機と無線接続しました。 


Disconnected iPod / iPhone びヤマハ製 iPod ユニ 

) くーサ J レドックから取りはずされました。 

本機と iPod / iPhone の無線接続び切 
断されました。 


Unable to play 


何らかの原因で iPod / iPhone を再生 
でさません。 


iPod / iPhone に保存されている巧び再生可能で 
あるか確認して < ださい。 


Charging 


iPod / iPhone を充電しています。 
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困ったとさは 


1 Bluetooth 




〇 ご注意 

ディスプレイに表示される下記のメッセージし:/列•で不具をびおこった場合は、お使いの目 lueto 日化機器を確認してください。 

メッセージ 

内容 

対策 

参照 ぺ一 
ジ 

Searching ... 

ヤマ A 製巨 luetooth ワイヤレスオーディ 
オレシーバー ( YBA -10) と团 uetooth 
機器びペア U ングしています。 

\ 



ヤマノ V 製臣 luetooth ワイヤレスオーディ 
オレシーバー ( YBA -10) と团 uetooth 
機器び接続を確立しています。 

\ 


Completed 

ペアリングが完了しました。 



Ganc 色 1 色 d 

ペアリングびキャンセルされました。 



Not available 

ヤマ A 製巨 luetooth ワイヤレスオーディ 
オレシーパ'- ( YBA -10) と Bluetooth 
機器び接続されているとさにペア U ング 
しています。 

\ 


Connected 

ヤマ A 製巨 luetooth ワイヤレスオーディ 
オレシーバー (Y 日 A -1 日）と团 uetooth 
機器の接続び確立しました。 

\ 


Disconnected 

ヤマ八製臣 luetooth ワイヤレスオーディ 
オレシーパ'- ( YBA -10) と Bluetooth 
機器の接続び切断されました。 


\ 

Not found 

ペア U ングや接続しているとをに、 
Bluetooth 機器び見つかりませんでした。 

(ペア U ング時） 

-ペアリングは、本機と Bluetooth 機器で同時に 
する必要びあります。目 luetooth 機器側もペア U 
ングモードになっているか確認して<ださい。 

(接続時） 

- Bluetooth 機器の電源びオンになっているか確認 
してください。 

-ヤマ八製团 uetooth ワイヤレスオーディオレ 
シーバーと Bluetooth 機器の距離び10 メート 
) レ ULb 離れていないか確認してください。 

— 



- Bluetooth 機器と本機びペア U ングされていない 
可能性びあります。再度ペア IJ ングしてください。 

28 


ごぶこ 本機をリセツトずる 

本機の操作びでをなくなったとさなどに、 U セツトすることで問題び解決する場合があ0ます。 
本機をリセットするには、本体の電源キーを]0砂し:(上押し続けてください。 
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本巧にごし 1 て 


各部の名称とはた5き 


I フ□ントパネル（前耐 



〇 INTELLIBEAM M に端子 

付属のインテ U ビームマイクを接続します 
Oil ぺージ）。 

0 フ□ントパネルディスプレイ 

再生の状態や設定値などを表示します 
(陽 '4 已ぺージ）。 


〇 VOLUME +/- キー 

音量を調節します （>®"1 8ページ)。 

〇 INPUT キー 

再生する機器を選択します (^18 ページ)。 

包 の（電源）キー 

電源のオン/スタンバイを切り替えます。 


0 へツドホン端子 

へツドホンのプラグを差し込みます(■^24ページ)。 

〇 リモコン受光部 

U モコンの赤外線信号を受信します(■^4日ページ)。 

@ SURROUND STATUS インジケーター 

入力信号に合わせて点なします。 


表示 

入力信号 

青 

Lii 下のフォーマツトのサラウンド音声信号 
ドルビー TrueHD 、 ドルビーデジタルプラ 
ス、 DTS-HD マスターオーデ イオ、 DTS- 
HD 八イレゾ U ユーシヨン、マルチチヤン 
ネルリニア PGM 

オレンジ色 

上記外のサラウンド音声信号 

消な 

無信号またはステレオ音声信号 


〇ごを意 

スタンバイになっているあいだも、 HDMI 信号 
を検巧したり、 U モコンからの赤が線信号を受 

信するために、少量の電力を消費しています。 

V _ 


〇 システムインジケーター 

システムの状態を表示します。 


点な 

電源 

HDMI 

コント□ール 
(晦37 ぺージ） 

Interlock 
(陪27 ぺージ） 

緑 

オン 

- 

- 

赤 

スタンバイ 

オン 

- 

スタンバイ 

- 

オン 

消な 

スタンバイ 

オフ 

オフ 
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各部の名称とはた 5 を 



〇 電源コード 

AC コンセントに接続しますぺージ)。 

〇 HDMI 出力 （ ARC ) 端子 

テレビや他の外部機器と HDMI 接続します 

(陽 '8 ぺージ）。 

ゆ HDMI 入力端子 

ブルーレイディスクレコーダーやチューナー、ゲー 
ム機などと HDMI 接続します08、9ぺージ)。 

〇 光デジタル入カテレビ端子 

テレビと光デジタル接続します8ページ)。 

0 光デジタル入力1端子 

外部機器と光デジタル接続します （^9 ページ)。 

I フ□ントパネルディスプレイ 


〇 同軸デジタル入力2端子 

か部機器と同軸デジタル接続しますページ)。 

〇 オーディオ入力3端子 

外部機器とアナログ接続します9ページ)。 

© ドック端子 

別売のヤマ八製 i Pod ユニバーサルドックやワイヤレ 
スシステム、 Bluetooth ワイヤレスオーディオレ 
シーバーを接続します （^2 己、28ページ）。 

@ ビデオ出力端子 

テレビの映像入力端テと接続します8ページ)。 



〇 HDMI インジケーター 

HDMI 信号を入力しているとをに点なします。 

〇 SLEEP インジケーター 

ス U —プタイマーを設定しているとをに点好します 
(防2已ぺージ）。 

0 CINEMA DSP インジケーター 

シネマ DSP 音場プログラムを使って再生している 
とさに点なします20ページ）。 


〇 DUAL インジケーター 

BS / CS / 地上デジタルの音声多重放送び入力され 
ているとさに点灯します （0^24 ぺージ）。 

0 VOLUME インジケーター 

現在の音量を表示します （> s "18 ページ)。 

〇 マルチインフオメーシヨンディスプレイ 

設定値などの情報をアルファべットや数字で表示し 
ます。電源オン時には、再生する機器名と現在の音 
声出力ち法び表示されます。 
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各部の名称とはた 5 を 


I U モつン 


ホ外線信号送信部 



©シネマ DSP 

サラウンド再生時にシネマ DSP 音場プログラムを 
選択します20ページ)。 

包 サラウンドキー 

サラウンド再生に切り替えます（《^20ページ)。 

©ステレオ キー 

ステレオ再生に切り替えます （*^19 ページ)。 

0@0入力選択キー 

再生する機器を選択します8ページ）。 


©表示 キー 

フロントパネルディスプレイに表示する情報をし i (下 
のよラに切り替えます。 

. Input / Out 叫 t : 入力名/サラウンド（ステレオ） 
モート 

.DSP Pro 呂旧 m :シネマ DSP の音場プログラム 
(シネマ DSP 使用時のみ） 

• Audio Decoder :使用中の音声信号デコーダー 

の 設定キー 

設定メニューに入ります （>^30 ページ)。 

〇©®© メニュ - ( A ) キー、巧定キー、 M ィ 
(づ）キー、か I ([>) キー、り I (▽) キー 
•設定を変更します（》^30ページ）。 

• iPod を操作します。 

〇 ドックキー 

iPod / iPhone または Bluetooth 機器を選択します 
(>*■2己、28ぺージ)。 

⑩ 戻る キー 

ひとつ手前のメニュー表示に戻します。 

©サブ ウーファー （+/ —）キー 

サブウーファーの音量のバランスを調節します。 

©ス^1 ープキー 

ス U - プタイマーを設定します已ページ)。 

©電源 （の）キー 

電源のオン/スタンバイを切り替えます 

(陽18ページ）。 

包 ユニボ U ュームキー 

ユニボ U ューム機能のオン/オフを切り替えます 

(际 • 19ページ）。 

@ エン A ンヴーキー 

5ュージックエン八ンヴーのオン/オフを切り替え 
ます（陪 "19 ページ）。 
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各部の名称とはた 5 を 


〇 オプションキー 

入カソースごとの設定（オプションメニュ ー) に入 
ります（>^2已ぺージ）。 

©▲ / ▼+- 

. iPod ホイールを操作します（陪 '2 己ページ)。 
.▲キー；デジタル音声を重の設定を切り替えます 
(«^24ページ）。 

の 音量 （+/-) キー 

音量を調節します (>®- l 8ページ）。 

⑩ 消音 キー 

一時的に消音します（《^18ページ)。 

OCH レべルキー 

再生中に音量バランスを調節します（心1日ぺージ)。 






本巧にごし 1 て 


技術/用語解説 


I デジタルサウンドプ □ジェクター 

通常、已 .1 チャンネルのサラウンドをお楽しみいた 
だくには、フロントスピーカー (2 本）、センタース 
ピーカー （1 本)、サラウンドスピーカー （2 本)、ヴ 
ブウーファー （1 本）び必要です。 


標準的な日.1チャンネルスピーカー 
システム 


フロント スピーカー 



7.1 チヤンネルサラウンド再生 

本機は音声をビーム化し壁面に反射させることで U 
アルヴラウンドを実現しています。 



I サンプリング周波数 

アナログ音声信号をデジタル信号化する際に、1秒 
間にヴンプ U ング（信号の大ささを数値に置を換え 
ること）を行ラ回数をヴンプ1」ング周波数といいま 
す。再生でをる周波数帯は r ヴンプ1」ング周波数」で 
決まり、ヴンプ U ング周波数び高いほど再生可能な 
音域び広びることにな D ます。 

I チヤンネル ( ch ) 

音域の範囲や他の性質の違いによって分類された 
オーディオの種類です。 

例： 7.1 チャンネル 

• フ□ントスピーカー、左 （ Ich )、 ち ( 1 ch ) 

• センタースピー カー (1 ch ) 

. サラウンドスピーカー、左 （ Ich )、 ち ( Ich ) 

. サラウンドバックスピーカー、左 （ Ich )、 ち （ Ich ) 
.サブウーファー (Ich X 0.1* = 0.1 ch ) 

* さらに超低音を出すためのチャンネルです。音声 
の帯域が低域のみに制限されているため、日.1と 
表現されます。 

I ドルビーデジタル 

ドルビーデジタルは、完全に独立したマルチチャン 
ネル音声を再生でをるデジタルサラウンドシステム 
です。全帯域の音声成分を持つフロント3チャンネ 
ル（フロント左/ち、センター)と、サラウンド2 
チャンネル（サラウンド左/ち)、ほ音域専用の LFE 
チャンネルの合計已 .1 チャンネルで構成されます。 
サラウンド2チャンネルびステレオで収録されてい 
るため、ドルビーサラウンドと比較して、音の移動 
感や周囲の環境音びより明確にな D ます。全帯域の 
已チャンネルの幅広いダイナ5ックレンジと正確な 
音の定位によって、これまでにない迫力と現実感を 
再現でをます。 

I ドルビーデジタルプラス 

ブルーレイディスクなどの;欠世代光ディスクや、デ 
ジタルテレビ向けに開発された高品質音声フォー 
マットです。フルーレイディスクでオプション採用 
され、最大 7. Ich のディスク U — 卜音声信号を、最 
大転送レート 6 Mbps で収録可能です。 
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巧術/用語解説 


I ドルビープ□□ジック llx 

ドルビープ□□ジック II の上位規格で、ステレオ信号 
やマルチチャンネル信号を 7. 1 ch で再生するための 
技術です。ドルビープロロジック II の已 . 1 ch に巧し、 
サラウンドバックの 2 ch び追加されています。再生 
するソースに合わせて、映画用の Movie モード (2 ch 
信号入力時のみ）と音楽用の Music モード、ゲーム 
用の Game モードの3つび巧意されています。 

I ドルビー TmeHD 

ブルーレイディスクなどのな世代光ディスク向けに 
開発されたロスレス（可逆型）高品質音声フォーマッ 
卜です。ブルーレイディスクでオプション採用され、 
9己 kHz /24 bit 時には最大 8 ch のディスク U - 卜音 
声信号を、最大転送レート1 8 Mbps で収録可能です。 

AAC (アドバンスト-才ーディオ- 
コーディング） 

MPEG -2/ MPEG -4 才ーディオ規格に含まれるデ 
ジタル圧縮オーディオ信号です。 BS /地上デジタ 
ル放送で採用されています。最大で已 .1 チャンネル 
音声までを効率良<圧縮して記録、伝送でさます。 

I Deep Color 

本機の HDMI 端子び伝送可能な映像信号です。 RGB 
または YCBCR 信号の処理を、従来の8ビットに巧 
して10/12/1已ビットで処理することで、より 
豊かな色調表現び可能です。表現でをる色の数び従 
来の数百万色から数億色に増えたことにより、グラ 
デーションの表現力や暗部のディテール再現力び向 
上し、カラーバインディング（しま模様状になる色 
の変化）の少ない画像を楽しめます。 

I DTS 

DTS 社び開発したデジタル•サラウンド•フォー 
マット（音声圧縮技術）で、 DVD などに使用されて 
います。ドルビーデジタルよりちほい圧縮率を採用 
しており、ク U アで厚みのある音質で已 .Ich ヴウン 
ドび再生でをます。 

DTS - HD ハイレゾリユーション 
オーディオ 

ブルーレイディスクなどの次世代光ディスク向けに 
開発された高品質音声フォーマットです。フルーレ 
イディスクでオプション採用され、9己 kHz /24 bit 
で最大 7 .Ich のディスク U — 卜音声信号を、最大転 
送レート己 Mbps ロルーレイディスクの場合）で収 
録巧能です D 


I DTS-HD マスターオーディオ 

ブルーレイディスクなどの次世代光ディスク向けに 
開発された□スレス（可逆型）高品質音声フォーマッ 
卜です。ブルーレイディスクで標準採用され、 
9己 kHz / 24 bit で最大 7. 1 ch のディスク U - 卜音 
声信号を、最大転送レート24.已 Mbps (フルーレイ 
ディスクの場合）で収録可能です。 

I HDMI 

世界業界標準規格である HDMI ( High-Definition 
Multimedia Interface Specification ) 規格に準じ 
た、次世代テレビ向けのデジタルインターフェース 
です。著作権保護技術 (HDCP : High-bandwidth 
Digital Content Protection System ) に対応し 
ているため、デジタルビデオ/オーディオ信号をデ 
ジタルのまま劣化させることなく、 ] 本のケーブル 
で伝送でをます。 

PCM (パルス•コード.モジュ 
レーシヨ ン） 

アナログ信号をデジタル信号に変換する代表的なち 
式です。 PCM は非常に短<区切った単位時間あたり 
の信号レベルを符号化（コード化）します。 MP 3 形 
式や ATRAC 形式のよラな圧縮処理を用いないこと 
から、 U ニア PCM とを呼ばれています。 CD や DVD 
オーディオの録音方式などに採用されています。 

I x . v.Color 

本機の HDMI 端テび伝送可能な映像信号です。色空 
間規格の一つで、 sRGB 規格より広い色空間を持っ 
ているため、今まででをなかった色の表現び可能で 
す。 sRGB 規格の色域との互換性を確保しなびら色 
空間を拡張し、より辭明で自然な映像になっていま 
す。特に静止画や CG で高い効果び得られます。 


本機について 


巧を上©ごを意 


49 Ja 









本傑にごし 1 て 


主な仕様 


アンプ部 


出力端子 


• 定格出力 

フ□ント L/R ( IkHz 、 lo / oTHD 、6 n ).45 W +45 W 

ル□径スピーカー ( IkHz 、 1〇/日 THD 、 4 a ). 27.2 W 

サブゥーファーり日日 Hz ' 1% THD 、3 a ).90 W 

• 実巧最大出力 

フ□ント L/R (] kHz 、 100 / oTHD 、 已 Q ). 已 0 V \/+ 已日 W 

ル□淫スピーカー ( IkHz 、 100/日 THD 、4 a ).32 W 

サブゥーファーり日日 Hz 、] 日 o / oTHD 、3 a ). 10日 W 

スピーカー部 


. か□径スピーカー .2.8 cm コーン防磁型 

. フ□ントスピーカー . 6 X 10 cm コーン非防磁型 

. サブウーファー .] 3 cm コーン非防磁型 


.HDMI 出力 .] 個 

. ビデオ出力 （NTSC、 コンポジット映像、] .0 V|D 中） .] 個 

. ヘッドホン出力り kHz' 460 mV 入力、 ] 巨が . 220 mV 

齡 A 
が口 

• 電源電圧 . 冉 C100V、 已0/巨曰 Hz 

• 消費電力 .42W 

. 待機消費電力 

(HDMI コント□-ルオン時） . 己 W 未満 

(HDMI コント□-ルオフ時） . 曰.己 W 未満 

• 再生周波数帯域 .35Hz-20kHz 

• 寸法（幅X高さX奧行を） 

YRS-1 100 . 1200 X 400 X 44已 mm 


入力端子 

• オーディオ入力 
光デジタル ........ 

同軸デジタル.... 

アナ□グ . 

. HDMI 入力.…… 


吕個（テレビ 、入力い 

.] 個（入力 2) 

.] 組（入力 3) 

3個 （HDMI 入力 1-3) 


YRS -2100. 1600 X 400 X 44已 mm 

. 質量 

YRS -1 100 . 4已 kg 

YRS -2100. 已〇.已 kg 


仕様、およびが観は、改良のため予告な<変更することびあ D 
ます。 


Inte り / Beam 

r インテ I 」ビーム」 rintell 旧 eam 」 は、ヤマハ株式を社の商標です。 



「シネマ DSP」「CINEMA DSP 」 は、ヤマ八株式会社の登録商標 
です。 


⑥ 

世巧に広く特許申請中の Cambridge Mechatronics Ltd からフ 
イセンスを受けています。 

'@1 は Cambridge Mechatronics Ltd の商標です。 


田 DOLBY 

TRU ETT 7 I 

ドルビーラボラト U —ズからの実施権によ0製造されていまず。 
「ドルビー 」、 「PRO L 日白に」 rSurroundEX 」 およびダブル□記 
号□□は、ドルビーラボラト U —ズの商標です。 


ScttS-HD 

米国特許^番号：己,4已1,942:已，9已巨，巨74:已 .974.380: 

巳,978,7巨2;巨.22巨，巨1巨： 6,487，百3巳： 7.212,872: 

7.333, 92日； 7.392,1日日； 7,272,567及び、その他米国や世巧 
各国に出願し権利を保有する特許に基づを製造されています。 

DTS と DTS - HD 、 またそのシンボルマークは DTS , Inc . の登録 
商標でず。 DTS - HD 、 DTS - HD マスターオーディオ及び DTS ® 
口 3は DTS , Inc . の商標でず。「製品」にはソフトウェアち含みま 
す。 © DTS . Inc . 不許複製。 


iPocT" 、 iPhone … 

iPod は、米国およびその他の国々で登録されている Apple Inc . 
の商標です。 

iPhone は 、 Apple Inc . の商標です。 


BluetoothTM 

Bluetooth は 、 Bluetooth SIG の登録商標でありヤマ A はライセ 
ンスに基づを使用していまず。 

H ご mi 

HDMI、HDMI □二 L および Hi 呂 h-Definitbn Multimedia 
Interface は 、 HDMI Licensing . LLC の商標または登録商標です。 

x.v.Color 

fx . v . ColorJ は商標です。 

tfn/Volume 

r ユニボ U ューム」 「 UniVolume 」 は、中マノ V 株式含社の商標です。 


AAC □ 3マークはドルビーラボラトリーズの商標 

1(5 です。 

しソ下はパテントナンノく一です。 

AAC 

08/937,9己0 

己,巨33,9扫] 

已,227,788 

已,299,239 

已 84 S 39] 

己297 23巨 

已，28己.498 

巳，299,吕40 

已，2白1，已己7 

4,914,701 

已.481，巨14 

已 .197, 087 

已，4已1，9已4 

己,23己,巨 7] 

已.已92,已84 

已 .490, 170 

已400 433 

07/巨40,已已〇 

已,781，扫88 

5,264,846 

已,222,1扫9 

己,己79,430 

08/039,478 

己,2巨8,已8已 

已,3已7,已94 

08/巨78,巨巨巨 

08/211,547 

已,37己,189 

已7已2吕吕已 

98/曰3037 

已 .70 3,999 

已.已81,6已4 

已，3白4,473 

97/曰287已 

08/己己7,046 

日已 -183.988 

已，已83,9巨2 

97/02874 

08/894,844 

已.已48,已74 

已,274,740 

98/0303已 

己,299,238 

08/已〇巨,729 
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まな仕様 


巧応ずる信号 


I HDMI 


本機び受信可能な音声信号 


音声フォーマット 

詳細 

ディスク（例） 

2チヤンネルリニア PCM 

2 ch 、 32-]日 2 kHz 、16/20/24 bit 

CD 、 DVD - Video 、 DVD-Audio 

マルチチヤンネルリニア PCM 

8 ch 、 32-]日 2 kHz 、16/20/24 bit 

DVD - Audio 、 プルーレイディスク 、 HD 
DVD 

ビットスト IJ ーム 
( SD 才ーディオ） 

ドルビーデジタル、ドルビーデジタル 

EX 、 DTS 、 DTS - ES、AAC 

DVD-Video 

ビットストリーム 
( HD オーディオ） 

ドルビー TrueHD 、 ドルビーデジタルプラ 
ス、 DTS-HD マスターオーディオ、 DTS - 
HD A イレゾ U ユーシヨンオーディオ 

ブルーレイディスク 、 HD DVD 


ご、おこ 

• 本機へ接続するち法について詳しくは、再生機器の取扱説明書をご覧ください。 

. お使いの DVD プレーヤーによっては、コピープ□テクトびかかった DVD オーディオを再生する場を、映像信号および 
音亩信号び出力されないことびあります。 

. 本機は HDCP 非対応の、 HDMI や DVI 端子を装備したテレビやプ□ジェクターには対応していません。 HDCP 対応の 
有無については、お使いの HDMI 機器や DVI 機器の取扱説明書をご覧ください。 

. ビットストリーム音声信号をデコードするには、再生機器がビットスト U —ム信号をそのまま出力するよラに、再生機 
器で設定を変更してください。詳しくは、再生機器の取扱説明書をご覧ください。 


本機が伝送巧能な映像信号 1 ) 

一解像度 

• 48 CH /60 HZ 
• 己7巨ン巳 OHz 

• 480 p /60 Hz 
• 己7巨 p / 已 OHz 

• 720 p /60 Hz . 巳 OHz 
• 1曰80ン巨 OHz . 已 OHz 

• 1080 日/日 OH 之. 已 OHz . 24 Hz 
— Deep Color 
— x . v.Color 
一 3 D 映像信号 


I デジタル音芦（光-同軸) 


音声フォーマット 

詳細 

ディスク（例） 

2チヤンネルリニア PCM 

2 ch 、 32-日巨 kHz 、 1已 /20/24 bit 

CD 、 DVD - Video 、 DVD-Audio 

ビットスト IJ ーム 

ドルビーデジタル、ドルビーデジタル 

EX 、 DTS 、 DTS - ES、AAC 

DVD-Video 



接続したテレビにより、対応する映像信号は変わります。 


本巧について 


巧を上©ごを意 
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さ 


.…….35 
18,19 
.…….34 
37 

.…….20 
.…….23 
.…….20 
20,48 
19 
44 
.…….13 
. …….20 
.…….33 
.…….33 
.…….33 


サウンド出力. . 

サブウーファー . 

ヴブウー J 了 —言文お . 

ヴんート曰ド . 

サラウンド音声 . 

サラウンドデコーダー… 

サラウンドモード . 

サンプリング周波数 ....... 

ヴンプ U ングレート ....... 

システムインジケーター 

自動設定 . 

シネマ DSP . . 

焦点距離 . 

スイートスポット . 

水平角度 . 

ステレオピンケーブル... 

ステレオモード . 

ス U —プタイマー . 

設置視聴環境 . 


x . v . Color . 

YBA -10.. 

YDS -12.. 

YID - W 10 


ち 


インテ U アスライドシート . 

インテ U ビーム マイク . 

映 H . 

巧一胃…..…. . 

エラー メツセーソ . 

エンタテづメント .. 

オーディオ U ターンチヤンネル ( ARC ) 

オートパワーダウン機能 . 

オプションメこユー .... 

おまかせサラウンド機能 . 

音楽 ... 

音質調整… . 

音声出力方法 ... 

B ま . 

音量バランス .. 


か 


拡張メこユー . 39 

. 32 

簡易マイクスタンド .... 1日 

強化ガラス . 己 

ゲーム機 . 目，18 

効果的なサラウンド . 7 

コーナー置を . 32 


記号 


2 ch . 23 

2チヤンネル .. 1目，23 

3臣 earn (3 ビーム） . ..22 

己 . Ich ... .21，22, 23 

己目 eam +2 ( 己ビームプラス 2). 22 

已臣 earn (己ビ‘ーム） . ..22 

7. Ich ......... .21，22 


A 


AAC .... 2己，4目 

Adaptive DRC ..... 吕已 

AUTO UP SYNC . 34 

AutoPowerDown .....2 己 

Bluetooth ワイヤレスオーディオレシーバ ー.... 28 

Bluetooth 対応機器 . 28 

加 Out .. 21 

CINEMA DSP インジケーター ... 45 

Decoder Mode .2 己 

Deep Color ...49 

品!齡货岁不'兴 j :::;:::: 普造 

DTS - HD 八イレゾルーシヨンオーディオ. . 49 

DUAL インジケーター . 24, 4己 

HDMI . 49 

HDMI ケーブル . 8 

HDMI コント□-ル . 37 

HDMI コント□-ル機能 . 1巨 

HDMI 入力の音声選択 . ....36 

HD オーディオ信号 ... ...20 

Headphone .. 21 

INTELLIBEAM M に端テ . 44 

Interlock ... 27 

iPod / iPhone . 26 

LANGUAGE SETUP .38 

Lch / Rch 位置調整 .34 

LFE . 24, 34 

MP 3. 19 

My Sur ...... 22 

My Surround (マイヴラウンド） . ....22 

PCM (パルス-コード-モジユレーシヨン） ...... 49 

Si 呂 nal Info . 26 

SLEEP インジケーター . 25, 45 

Sound Out ... ..21 

St +3 Beam 2 

(ステレオ +3 ビームプラス 2). 22 

St +3 目 earn (ステレオ+吕ビーム） . 22 

STATUS インジケーター . 44 

Sur ... 21 

Sur . Dec . Mode ..... 2 己 

Sur . Decoder .... ..21 

Volume Trim ...2 己 

VOLUME インジケーター .18. 45 

WMA .19 


本傑にごし 1 て 


索引 


9 5 2 
12 3 


9 8 6 6 
4 2 2 2 


已 


002318ち已60318已 

I—- 


2 _— _— 2 


22121213 


〇 


9 
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索引 


タイナミックレンジコント□ール 

チヤンネ J レ出力 . 

チヤンネル （ ch ). 

チユーナー . 

デジタルヴウンドプ□ジエクター 

テスト音 ... 

テレビ . 

テレビへの登録 . 

電源コード . 

同軸ケーブル . 

トーンコント□-ル . 

K ルビー TrueHD . 

ドルビーデジタル . 

ドルビーデジタルプラス . 

ドルビープ□□ジック II . 


5 ユージ ックエン八ンヴー .. 1目 

>こユー画面言及 . Oc 3 

メモリー . 1己 

や 

ユニボ U ユーム . 19 

ら 

U ァパネル（背面） . 4已 

リモコン . 7 

U モコン受光部 . 44 


な 


入力端子設定 . 36 

入力端子名変更 . 37 


ね 


ワイヤレスシステム. 


.26 


は 


ビーム経路長 . 33 

ビーム調整 . 10. 13, 33 

ビーム調整+音質調整 . 13 

光ファイバーケーフル . 8, 9 

ビデオ用ピンケーブル . 8 

副音声 . 24 

ブルーレイディスク レコーダー . 8. 18 

フロントパネルディスプレイ . 44 

フロントパネル（前面） . 44 

ペアリング . 28 

へッ ドホン . 24 

へッドホン端テ . 44 

本体表示設定 . 38 



音を楽しむエチケット 

楽しい音楽を時と場所によっては大変気になるちのです。隣近所への配慮を十分にしま 
しょラ。静かな夜間にはルさな音でちよく通り、特にほ音は床や壁などを伝わりやすく、 
思わめところに迷惑をかけてしまいます。 

適当な音量をむびけ、窓を閉めた D 、 ヘッドホンをご使用になるのち一つの方法です。 
音楽はみんなで楽しむちの、お互いにむを配り快適な生ま環境を守りましよラ。 



た 


ま 


己3898己87已949889 

3 2 4 -43114 -34444 


8 


8 


9 4 

12 


巧を上©ごを意 


本機について 
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安全上のご注意 

ご使用の前に、おずこの「安全上のご注意」をよくお読みください。 


ここに示したま意事項は、製品をを全に正しくご使用いただき、お客様や他のち々へのち害や財産への損害を 
未然に防止するためのちのです。必ずお守りください。 

お読みになったあとは、使用されるちびいつでも見られる所に必ず保管してください。 

■ 記号表示について 


この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のよラな意味びあ0ます。 


/!\/^ 

「ご注意ください」という注意喚起を示しまず。 

0®®®® 

「〜しないでくださし、」という「禁止」を示しまず。 

〇を 

r 必ず実行してください」という強制を示しまず。 


■ 「警告」と「注意」について 


下、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を、危害や損害の大ささと切迫の程度を明示するために、 
r 警告」と「を意」に区分して掲載しています。 


と t この表示の欄は、「死亡ずる可能性または重傷を 

cq 負ラ可能性が想定される J 内容でず。 


A 警 


電源/電源コード 


〇 電源プラグは、見える位置で、手が届<韓囲のコン 
セントに接続ずる。 

万一の場合、電源プラグを容易に引さお<ためです。 

必ず実行 


を 

プラグを巧< 


下記の場合には、ずぐに電源を切り、電源プラグを 
コンセントから巧く。 

♦ 異常なにおいや音がずる。 ♦ 異常に高温になる。 
♦内部に水や異物が混入した。•煙が出る。 

そのまま使用すると、火災や感電の原因にな0ます。 


〇 本機のむキーでスタンバイ状態にしてち、本機はま 
だ通電：!犬態にありまず。 

本機を完全に電源から切り離ずためには、電源コー 
おず実行 ドをコンセントから巧いてください。 


電池 


Q 電池を充電しない。 

電池の破裂や液ちれによ0火災やけびの原因になります。 

禁止 


電源コードを傷つけない。 
f XI ♦重いらのを上に載せない。 

V ゾ ♦ ステープルで止めない。 • 加工をしない。 

禁止 ♦ 熱器具には近づけない。 • 無理な力を加えない。 

芯線びむき出しのまま使巧すると、火がや感電の原因に 
なります。 


〇 必ず AC 100 V (50/60 HZ ) の電源電圧で使用ずる。 

それ政外の電源電圧で使巧すると、火がや感電の原因に 
なります。 

必ず実行 


Q 電池からちれ出た液には直接视れない。 

液び目や□に入ったり、巧虜についたりした場合はすぐ 
に水で洗い流し、医師に相談してください。 

禁止 


電池を加熱•巧解したり、直射日光にさらしたり、 
IX1 火や水©中へ:ない。 

V ^ 破裂や液ちれにより、火災やけびの原因になります。 
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分解禁止 


分解禁止 


分解-改造は厳禁。キャビネットは絶巧に開けない。 

火がや感電の原因にな0ます。 

修理-調整は販売店にご依頼ください。 


設置 


本機を下記の場巧には設置しない。 
♦ 浴室*台巧- ミ 毎岸-水辺 
♦ 加湿器を過度にきかせた部屋 


水めれ禁止参雨や雪、水びかかるところ 

水の混入により、火災や感電の原因になります。 


〇 

禁止 


巧熱のため本機を設置ずる際には： 

♦ なやテーブルク□スをかけない。 

♦ じゅラたん-カーぺットの上には設置しない。 

♦ 仰向けや横倒しには設置しない。 

♦ 通気性の悪い狭いところへは押し込まない。 

(本機の周囲にをち 5 cm 、 背面己 cmiu 上のスぺースを確 
保する。） 

本機の内部に熱びこち0、火災の原因になります。 


使用上のを意 


ポート（背面開口部）などに異物を入れたりしない。 

火がや感電の原因になります。 

〇 

おず実行 

本機を落としたり、本機が破損した場合には、必ず 
.眼売店に点検や修理を依頼ずる。 

そのまま使用すると、火がや感電の原因になります。 

接独禁止 

雷が鳴りはじめた5、電源プラグには細れない。 

1感電の原因になります。 


本機の上には、花瓶.植木鉢.コップ.化粧品. 
薬品-□ウソクなどを置かない。 

水や異物び中に入ると、火災や感電の原因になります。 
接觸面び経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因 
になります。 

手入れ 


〇 

必ず実行 


電源プラグのコ ’ S やほこりは、定期的にとり除く。 

ほこりがたまったまま使用を続けると、プラグびショー 
卜して火災や感電の原因になります。 


A 注意 


この表示の欄は、「傷害を負ラ可能性または物的 
損害が発をずる可能性が想定される」内容でず。 


電源/電源コード 


を 

プラグを巧く 


長期間使用しないとをは、於ず電源プラグをコンセ 
ントから巧く。 

火がや感電の原因にな0ます。 


(§) 

めれ手禁止 


めれた手で電源プラグを巧さ差ししない。 

感電の原因になります。 


禁止 


電源プラグを巧くとさは、電源コードをひっぱら 
ない。 

コードび傷つさ、火がや感電の原因になります。 


〇 電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差し 
込む。 

差し込みび不充分のまま使用すると感電したり、プラグ 
必ず実行にほこりび堆積して発熱や火災の原因になります。 


禁止 


電源プラグを差し込んだとき、ゆるみがあるコンセ 
ントは使用しない。 

感電や発熱および火がの原因になります。 


電池 


〇 電池は極性表示（プラス+とマイナスー）にがって、 
正しく入れる。 

間違えると破碧や液われによ0、火がやけびの原因にな 

おず実行 0ます。 




指定 LU 外の電池は使用しない。また、種類の異なる 
電池や、新しい電池とちい電池を ミ 昆ぜて使用しない。 

破裂や液われにより、火がやけびの原因になります。 


禁止 


Q 電池と金属片をいつしょにポケットやバッグなどに 
入れて携帯、保管しない。 

電池びショートし、破碧や液ちれにより、火がやけびの 
禁止 原因になります。 


Q 


電池を加熱•分解したり、乂ゃ水の中へ入れない。 

破裂や液われにより、火がやけびの原因になります。 


禁止 


安を上©ごを意 
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o 

化ず実行 

使い切った電池は、ずぐに電池ケースから取り列ず。 

破裂や液ちれにより、火災やけびの原因にな0ます。 

o 

化ず実行 

使い切った電池は、自治体の条例または取りミ央めに 
従って廃棄ずる。 

設置 

〇 

おず実行 

必ず吕人 ULt で栖包を開き、持ち運びをずる。 

重いので、けびの原因にな0ます。 


不ま定な場所や振動ずる場所には設置しない。 

1 本機び落下や転倒して、けびの原因になります。 

每 

直が曰光のあたる場所や、温度が異常に高<なる 

1 場所（暖房機のそばなど）には設置しない。 

本機の外装び変形した0内部回路に悪影響び生じて、 

火ぶの原因になります。 

S) 

ほこりや湿気のをい場所に設置しない。 

1 ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因に 
なります。 

A 

機器を接続ずる場合は、接続ずる機器の電源を切る。 

注意 

〇 

化ず実行 

他の電気製品とはでさるだけ離して設置ずる。 

本機はデジタル信号を扱います。他の電気製品に障害を 
あたえるおそれびあ0ます。 

移動 

を 

プラグを巧< 

移動をずるときには電源スイッチを切り、ずべての 
接続をがず。 

接続機器び落下や乾倒して、けびの原因にな0ます。 
コードび傷つさ、火災や感電の原因になります。 

A 

持ち運ぶときにはポート（背面開口部）や前面のサ 
ランネットに手をかけない。 

,ポートびはずれたり、サランネットび破れた0、本機を 
落としたりして、けびの原因となることびあります。 

ま意 

使用上のま意 

〇 

必ず実行 

電源を入れる前や、再生を始める前には、音量 
(ボリユーム）を最小にずる。 

突然大さな音び出て、聴覚障害の原因になります。 


国 

音が重んだげ態で長時間使用しない。 

スピーカーび発熱し、火災の原因になります。 


ポート（背面開口部）には手を入れない。 

感電やけびの原因となることびあ0ます。 

A 

ま意 

環境温度が急激に変化したとき、本機に結露が発生 
ずることがありまず。 

正常に動作しないとさには、電源を入れない状態でしば 
5 く放置してくださし、。 


業務用機器とは接続しない。 

デジタルオーディオインターフェース規格は、民生巧と 
業務用では異なります。本機は民生巧のデジタルオー 
ディオインターフェースに接続する目的で設計されてい 
ます。業務用のデジタルオーディオインターフェース機 
器との接続は、本機の故障の原因となるばかりでな<、 
スピーカーを傷める原因になります。 

U モコン 


水やお茶などの液体をこぼさない。 

電池びショートし、破裂や液ちれにより、火災やけびの 
原因になります。感電の原因にな0ます。 


落としたり、強い衝撃を与えたりしない。 

故障の原因にな0ます。 


下記のよラな場巧に置かない。 

♦風呂場の近くなど、湿度が高いところ 
♦暖房器具やストーブの近くなど、 ミ 届度が高いところ 
♦極端にきいところ 
♦ ほこ0のをいところ 
火災や故障の原因になります。 

手入れ 

〇 

手入れをずるときには、がず電源プラグを抜く。 

感電の原因になります。 

おず実行 


を 

薬物厳禁 

ベンジン-シンナ ー• 合成洗剤等でが装をふかない。 
また接点復活剤を使用しない。 

外装び傷んだり、部品び溶解することびあ0ます。 

§) 

手入れずるときは、柔らかい巧で乾拭さずる。合成 
洗剤や化学ぞラきんで拭いたりしない。 

色びはげたり、外装び損傷することびあります。 
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お巧い合わせ窓 □ 


ヤマ八 AV 製品の機能や巧日巧いに閲するお巧いさわせ 

■ヤマ八お客様コミュニケーションセンター 
オーディオ-ビジュアル機器ご相談窓口 

(を国な通） 覇: 0570-01 1-808 

全国どこからでち市内通話料金でご利巧いただけまず。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話か6は下記番号におかけください。 

TEL (0 已 3) 460-340 白 

干430 -8650 静岡県お松市中区中 ミ 尺町1 0-1 

受巧：月〜金曜日1日:□日〜18:00 ±曜日1日:□日〜17:□日 
(曰喔、祝日およびセンター指定の休日を除く） 

■ヤマ八オーディオ s ビジュアルヴポートページ 

お客様から寄せられるよくあるご質問をまとめておりまずので、ご参 
考にしてください。 

http :// www . yamaha . co . jp / product / 曰 v / support / 


ヤマ八 AV 製品の修埋、ヴービスパーツに関する 
お巧い合わせ 

■ ヤマ八 <疹理ご相談センター 

(全国な通） □570-012-808 

全国どこからでを市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話からは下記番号におかけください。 

TEL (0 已 3) 4巨 0-4 扫30 

FAX (053) 463-1 127 

受付：月〜金曜日9:日日〜18:日日±曜日日:日日〜17:0日 
(曰曜、祝曰およびセンター指定の休曰を除く） 

修理品お持ち这み窓 □ 

受付：月〜金曜日9:0日〜17:4已 

(±曜、日曜、祝曰およびセンター指定の休日を隙く） 

化海道〒 日目 4-8 日43札幌市中央区南1日条西 ITS 1-50 
ヤマノ V センター内 
FAX (0 1 1)512-6109 

首都圏〒 1 43-0006 東京都大田区平祀島2 了目1 - 1 
京浜トラックターミナル内14号棟 A - 己 F 
FAX (03)5762-2125 


巧話とアフターサービス 

サービスのご依頼、お問い合わせは、お買い上げ店、またはヤマ A 
修理ご相談センターにご連絡ください。 

♦ 保証期間 

お買い上げ曰から]年間です。 

• 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。詳しくは 
保証書をご覧ください。 

♦ 保証期間が過ぎているとき 

修理によって製品の機能び維持でをる場合にはご要望により有料 
にて修理いたします。 

♦ 修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、 

一般管理費等が含まれています。 

部品げ 修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯ずる 

部材等を含む場含ちあります。 

出張料 製品のある場所へ技術をを派遣する場合の費用でず。 

別達、駐車料金をいただく場合びあります。 

• 補修用性能部品の最低保有期間 

補修用性能部品の最低な有期間は、製造打ち切り後8年です。 
楠修用性能部品とは、その製品の機能を維持するたゆに必要な部 
品でず。 

♦ 製品の状態は詳しく 

サービスをごお頼されるとをは製品の状態をで寺るだけ詳しくお 
知らせください。また製品の品番、製造番号などをあわせてお巧 
らせください。 

《品番、製造番号は製品の背面をしくは底面に表示してありまず。 

♦ スピーカーの 修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカー ユニッ トなど振動系と電 
気部品でず。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますの 
で、エージングの差による音色の違いび出る場をびあります。 

♦ 摩耗部品の交換について 

本磯には使用年月とともに性能び祟化する摩耗部品(下記参照)び使 
巧されていまず。摩耗部品の劣化の進行度合は使用環境や使用時 
間等によって大さく異なります。 

本機を末をくち定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部 
品を交換されることをおすすめします。 

摩耗部品の交換はおずお買い上げ店、またはヤマ； V 修理ご相談セ 
ンターへご相談ください。 


摩耗部品の一例 

ボリュームコントロール、スイッチ’ U レー類、接続端子、ランフ、ベルト、 
ピンチ□ーラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


名古屋〒 454-0058 名古屋市中 j 11区玉り I 町 2 T 目1 -2 
ヤマ八(株)名古屋倉庫 3 F 
FAX (0 已 2) 巨已 2-0043 

大阪 干 564-0052 吹田市広芝町1 0-28 

オーク江坂ビルデイング 2 F 
FAX (0 巨)巨33曰-己己3己 

九州 〒81 2-8508 福岡市博多区博を駅前 2 T 目]1 -4 

FAX (092)472-2137 


* 名称、住所、電話番号、 URL などは変更になる場合びあります。 


摩耗部品の一例 

ボリュームコントロール、スイッチ’ U レー類、接続端子、ランフ、ベルト、 
ピンチ□ーラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


《このページは、ま全にご使用いただくために AV 製品全般について記載して 
おります。 


永年ご巧用の製品の点巧を！ 


こんな症状はありませんか？ 

C J • 電源コード’フラグび異常に熱い。 

\ゾ • ]ヴくさ L 误いびする。 

• 電源コードに深いキズか変おびある。 
愛情点検 • 製品に触れるとピ U ピリと電気を感じる。 

• 電源を入れてち正常に作動しない。 

♦ その他の異常-故障びある。 



ずぐに使用を中止してください。 


事故防止のため電源フラグをコンセントか5抜さ、 

必ず販売店に点検をご依頼<ださい。 

な私点検-修理に要する費用は販売店にご相談ください。 


わマ八株式含社 

〒430-目巨日日お粒市中区中ミ只町10 -1 










朽 7 八株式を社 

Printed in Indonesia Y WW 75130 


© 2010 Yamaha Corporation 


